
1. はじめに
本シリーズも 6回目をむかえた今回の対談
では，教養教育よりもむしろ専門教育に主に携
わってこられた教員をゲストとして招いた。ホ
ストである佐々木と小西は，FD活動だけでな
く様々な場面で他部局の教員と議論する中で，
教養教育とスポーツは意外にも親和性が高いの
ではないかという印象を持ってきた。それは，
前回までの対談において学びにおける身体の問
題がテーマになってきたこととも関連している
かもしれない。多様な視点をもってなにかを
「まなぶ=まねる」あるいは「身につける」とき，
抽象的な思考のみならず，それはより具体的な
身体経験と密接に結びつく。そこで，競技を通
じて身体と常に向きあうことになるスポーツの
世界から重要な示唆を得られるのではないかと
考えた。今回は，人間科学部スポーツ学科の杉
林孝法准教授をゲストに迎え，競技者として，
また競技指導者として，そして本学での教員と
しての様々な立場からの経験とスポーツ観とも
言うべき考え方をもとに，教養教育との接点を
共に探る議論を進めていく。特に，オリンピッ
クに 2度の出場歴のあるトップアスリートと
しての経験や境地から得られた身体性や価値観
のありかたについて興味深い議論が行われたの
で，読者とともに身体と教養との関係について
考えてみたい。

佐々木（さ）　まずは先生のプロフィールをおき
かせいただけますか ?
杉林（す）　大学は筑波大学の体育専門学群で，
卒業後大学院に進学して，それと同時に実業
団にも入りまして，ミキハウスでした。
さ）　しくみをわかってないんですが，その場
合はどういう立場で入られるんですか ?
す）　私の場合は社員としてでした。出社はし
ないで試合に出るということが仕事でした。
いろんなパターンの仕事がありますが，私の
ようにフルタイムアスリートと言って，給料
出すから競技をやってくれっていうのとか，
パートタイムというんでしょうか，普通の仕
事をある程度しながら競技もしてっていう人
とか，いろんなパターンの契約があります
ね。私は，選手をしながら大学院で研究もし
てっていうことをやってました。2000年の
シドニーオリンピックと2004年のアテネオ
リンピックで三段跳びで出場して，30代前
半まで競技はやってました。
さ）　いま思うと，そういう人とこうして話せ
てるっていうのは，いまさらですが，すごい
ことですね（笑）。
小西（こ）　それは，星稜のスポーツならではで
すね。
さ）　なんかすごく感動したわ，いま ...。
す）　で，修士を出て，数年間はミキハウスで
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競技をしてました。けども，そこに少し限
界を感じて，大学院の博士課程に入り直し
て，満期退学にはなってしまいましたが，そ
こではコーチング・トレーニング論という分
野で，やってたのはトレーニング方法論とも
言いますが，パフォーマンスを上げるために
どういうトレーニングのやり方をすればいい
のかを研究するところで，跳びじゃなくて走
りの研究をしてました。足を速くするために
どういうトレーニングをするかということで
すね。具体的には，努力度という主観的なも
のを使っていまして，例えば，全力を努力度
100％としたときに80％の力で走ると，動き
やスピードといった客観的なパフォーマンス
がどのように変わるか，どういう対応関係に
あるかっていうことを研究してました。
さ）　あ，それ，心理学的にもおもしろいです
ね。それって努力度をどう変えるとどんなふ
うに走りをコントロールできたり，トレーニ
ングにも役立てられたりできるかとかいうよ
うなことですよね ?
す）　はい，どれだけ動きを変えられるかとい
うことについて，何パーセント以上が現実的
に全力の動きに近いかというようなことです
ね。70％くらいになると現実離れした動き
になってしまうので，80％以上の感じで走
らないと足を速くする動きにはならないとか
ですね。
さ）　その話もっと聞きたいところなんですけ
ど ...（笑）。
す）　はい，そういうような研究をしていまし
た。その研究のきっかけは，陸上っていっぱ
い走るんですけれど，100％で走るっていう
機会って実はあんまりないんですよ（1）。
全員（全）　へぇーっ。
す）　ほとんどはサブマックス，90とか80とか
で，あるいはもっと落としてたくさん練習や
るんですよ。ホントの全力っていうのはとき
どきにしかやらないんですよ。

さ）　それって実際にはどっちのやり方のほう
がイイんですか ?
す）　その割合を研究するっていうのがテーマ
になってますね。ただ，全部全力っていうの
は，明らかによくないです。緊張したり，動
きが悪くなったり，ケガのリスクがあったり
ということで良いバランスの割合っていうの
を探してたわけです。で，その博士課程に
行ってる間に本学のスポーツ学科が立ち上が
るということになって，途中でこっちに来
たのが2007年でした。いろんなものを引き
ずってきたわけです。博士課程も，競技者と
しても，そしてこっちにきて指導者としても
ということになりますね。32歳だったと思
います。

2. スポーツと教養の接点
す）　いま，学生の変化というところを感じて
いて，どう捉えていけばいいかっていうとこ
ろを話しあっていますね。差ができていると
いうよりは，態度が違ってきているというこ
とですかね。スポーツをあんまりやらない子
も増えてきてるんですよ。スポーツ学科なの
にですね。部活動に入って一所懸命やるとか
ではなくて，スポーツは好きだけれどもやっ
てないっていうね。そういう学生が中心的に
なりつつあるかなっていう予感もあるんです
よ。その点を考えて，スポーツスポーツって
いうのでいったほうがいいんじゃないかって
思っているんです。そういうキャラのほうが
スポーツ学科としてはふさわしいんじゃない
かと思ってます。スポーツ科学とかいうより
も，ですね。元気な学生がいて，現場でしっ
かり学んで，社会に生かしていけるような力
を持ってるというようなイメージのほうがい
いんじゃないかなって思ってます。それがい
まはちょっと過渡的なところがあって，初年
次教育なんかも含めて，どうやっていこうか
なっていうのがありますね。他の学部や学科
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の方から見たときにどんな感じなのかわかん
ないんですけどね，印象とか。
さ）　ボクらの教養教育科目ですら，スポーツ
学科とこども学科の学生たちはほとんど受け
に来ないからね。
こ）　スポーツ学科の子たちはいても 2， 3人
だったりするんで，実際に学生たちに出会う
ことは少ないですね。能登の祭り（2）では，ス
ポーツ学科の子たちには出会ったりするんで
すけど，大学の中ではそんなに接する機会は
少ないんですよね。いまのお話だと昔の体育
会系のイメージとは違ってきてるっていうこ
となんですよね。
す）　昔の体育会系に戻りたいっていうわけで
はなくって，新しい時代の体育会系をってい
うことですね。
こ）　やっぱり競技ベースでやっていってほし
いっていうことですかね。
す）　スポーツの実践をもっと学生時代にやっ
ておいていいんじゃないかって思ってます。
スポーツにもいろいろあって，見る，する，
支えるっていうね。その見る，支えるってい
うほうにいってしまいがちなので，せめてこ
の 4年間はするっていうのももうちょっと
やっていこうよっていう。そうすると，ス
ポーツで生きていくとかスポーツを重要な部
分にして生きていくときの資源がもっと豊か
になるんですよね。ちょっと抽象的な言い方
になりますけど ...。
さ）　そういうのが教養と合うと思うんです
よね。
こ）　そうかもしれないんですよね。今回杉林
先生をお招きしようと思うキッカケになった
のは，基礎ゼミの共通FD（3）のときに，直感
的ではあるんですが，スポーツと教養ってい
うのは合うところがあるんじゃないかってい
う話をしたからなんです。もう一つ具体的な
背景としては，前回までの対談の中で，身体
を通じた学びというのはどのような分野でも

重要じゃないかという問題意識が出てきたこ
とです。杉林先生はこれまで競技者として
も，教員としても，身体の使い方に対して
様々な実践をされたり考えたりしてこられた
と思うので，身体を使うということとそこか
ら何を学んでいくのかについてお聞きしたい
と考えています。教養教育のような一見身体
は関係のない感じがするところでも，例え
ば，言語を身につけるようなときにはアタマ
で理解しようとするよりもカラダを使って理
解する方が身につくんじゃないかという話を
これまでしてきましたので，身体というのを
キーワードにして学びや教養についてお話し
できるんじゃないかなと思ったんです。

3. 反復，分解，統合における身体化
さ）　身体化って，embodimentっていう言葉が
あるけど，パソコンとか語学であるとかって
いうのだけでなくって，アタマの中で思考が
ダンスするような，何回もアタマの中で具体
的に繰り返すような，そうすると思考のスキ
ルとでもいうんでしょうかね，そういうのが
身につくっていうような感覚があるんじゃな
いかとボクなんかは思ってるんです。例え
ば，ドリルっていうのがありますよね。あれ
はそういうような感覚というのを身につけさ
せるのにもいいわけですよね。そういうのっ
てスポーツの観点から見ても同じようなこと
があるんだろうなぁーという話をしてたこと
があるんです。
す）　めちゃくちゃありますね !で，ドリルっ
ていうのは，われわれもホント使ってる言葉
ですね。スポーツの世界でドリルっていう
と，技術練習のときに，ある課題を取り出し
てやるっていうことなんですが，例えば幅跳
びというのがあるとしたら，その踏み切りの
局面とか空中の局面とかいうふうに分割して
繰り返しやるっていうのを指してドリルと呼
んでいます（4）。
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さ）　三段跳びだったら走ってきて一段目踏み
切って空中姿勢から着地して二段目踏み切っ
て ...っていうふうにですよね。
す）　これが，細かく分けようと思ったらいく
らでも，要素に分けることができるんです。
どこまででも細かく行くんです。で，それを
どのように細かくするのか，どこを大事と見
るかですね。ソレが選手とコーチのセンスに
なるんです。際限がないのでね。その点は算
数とか漢字のドリルとはちょっと違うのかも
しれませんね。
さ）　いや，でもぉ，算数とかでも，同じじゃ
ないですかね。分数の計算だって最初通分
ばっかしさせちゃうとかね。
す）　あぁーそっかそっか。
さ）　分数の足し算ったって最初通分させなく
ちゃなんないし，通分のためには分母を合わ
せるためのかけ算も必要だし，要するに小学
校の算数なんかの場合は，小 1からずぅっ
と積み上がってきた要素があってはじめてい
ろんな演算ができるようになるんですから
ね。国語の漢字でも同じで，部首っていうの
やその成り立ちっていうのやね。偏や旁やっ
ていうだけでなく，ハネとかトメとかハライ
とかって，最近は減点対象じゃないみたいに
なってきたようだけど，ボクらのときはね，
そりゃぁ細かかったですよね。まぁホントは
ね，時間があるのならそういった要素の分解
とその理解っていうのは必要なのかもしれな
いですよね。
こ）　僕はそういう基本動作を反復していくっ
ていうことと，最終的にパフォーマンスを発
揮するっていうところとの間に飛躍があると
思うんです。要素の反復練習とそれらが統合
された形で表現されることの間に飛躍がある
と思うんです。さっきセンスとおっしゃいま
したけど，これがイイ感じだっていうのを見
極めていく感覚がどこかで必要になってくる
と思うんですが，その辺りは日々のなかでど

のように感じておられますか ?
す）　コレは非常に興味深いところで，さっき
も言いましたようにどこを分解して大事とす
るのかということと同じくらい，分解して高
めたものをどうやって統合するかというのも
重要で，例えば，よくある失敗としては，あ
る部分だけを強くして高めると，全体のバラ
ンスがくずれてしまっていままでのパフォー
マンスからすると落ちてしまうっていうこと
がよくあるんですよね。部分に分けてそれぞ
れ強化してそれらをくっつけるっていうのは
うまくいかないんですよね。Aっていうのを
分解してサブレベルに落として，もう一回上
げたときにAじゃないものができてしまう
んですよ。むしろBっていうのを目指さない
とうまくいかないっていうようなことがある
んです。これが，大学生あたりはこのBを目
指す意識に持っていかないとダメなんですよ
ね。大学生って初めて要素に分解する時期な
んですよ。陸上競技で言うとね。それまでは
自然と走ってきて，全体としてやってくるん
ですよね。
さ）　なるほど，走ってるーとか飛んでるーと
かですね。
す）　中高まではですね，幅跳びにしても，
走ってきて飛んで着地するということでやっ
てくるんですが，知恵がついてくると，それ
らを分解し始めるんです。でも，それでうま
くいかないことも起こるんですよね。それ
は，全体と部分の関係がうまくいってないと
いうことなんですよね。
こ）　それは肉体の変化にも関係してるんです
か ?例えば，フィギュアスケートの選手が15
歳のときはトリプルアクセルが跳べていたの
に気がついたら飛べなくなってしまうとか，
なにか考えすぎて飛べなくなるとかいうのを
話としては聞きますけれども，その分解して
しまうのとフィジカルな変化は、大学生の時
期に同時に起こってくるのでしょうか。
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す）　フィギュアの場合はもっと小さい頃の話
になりますからね。十代前半の頃に 4回転
飛べてたのがその後飛べなくなってしまうと
いうことがあると思いますが，陸上の場合
は，ピークがもう少し遅いので，身体の変化
で何かができなくなるということはあんまり
ないかもしれませんね。動きを変えるとか自
ら鍛えて筋肉付けすぎてとか付け方がワルい
とか，そういうことでバランスを崩すことは
よくありますね。

4. 教える側と学ぶ側
4.1. コーチの役割と勘 ─ 言語化の外で（5）─
こ）　コーチとしてはそのバランスを見てやる
のが大きな仕事になるんですか ?
す）　コーチは，選手がやるパフォーマンスを
その場で見て一瞬で見抜かないとイケないん
ですよ。コレはココに原因があるとかいうの
を見抜いて，で，それはもうほとんど勘なん
ですけどね。で，この部分を強調してやると
かを意識させることで全体の通りがよくなる
とかをその場でやらなくちゃなんないんです
よ。それがむずかしくもありおもしろいとこ
ろですね。
さ）　それは勘なんですか !?
す）　これは私あえて勘といってるんですけれ
ど，なかなかこれが ...。
さ）　言語化できない ?
す）　...全部はできない，と思ってますね。も
ちろん勘と言ってもいままでの経験と研究と
いろんなものがあった上でぽんっと出てくる
ものなのでね。なにもないところからはでて
こないですよね。
こ）　その勘という言い回しがよくわかる感じ
がするのは，例えば，レポートを採点すると
きにまずいレポートはすぐわかるんですよ
ね。一字一句読まなくっても全体としてよく
まとまっているとかよくわかっているなとい
うのはわりと直感でわかるんですよね。もち

ろんそのあと詳しく読みますけれども，その
直感はあまり外れることがない。それはたぶ
ん自分がいままでやってきた経験に照らし合
わせて判断してるんだろうなっていうこと
で，そうしたプロセスはルーブリックとかで
言語化するのが難しい部分のような気もし
ます。
す）　むしろ，その，勘を信じれなくなったら，
選手もコーチも終わりなんですよ。そのとき
にマニュアルっていうのはないので，でも言
わなければならないっていう緊迫した状況な
んですよね，コーチングの場面っていうの
は ...。そこでは，出てきたものを信じてやる
しかないんですよね。それを磨くということ
です。パターン化してこういうときはこうっ
ていうのがアタマの中に千個あったとして
も，でもいまいちやと思うんですよね。その
瞬間のものを見抜くなにかっていうのにこっ
ちはしていかなくてはならなくって ...。
─ 中略 ─
たぶん，私がトップレベルの選手と話して
いる会話というのは，お二人にはわかっても
らえないように思います。わけがわからなく
て ...。そのレベルに達している選手とコーチ
でしかわからない会話というのがあるんで
す。他の選手ではわからなかったりもすると
思うんです。でも，こっちではアリアリとわ
かっていて，そういうところまでいくと ...，
なんと表現していいかわかんないですが，こ
の世界は ...（笑）。
さ）　しかもそれは，すごく難しい言葉を交わ
しているというのではないんですよね。簡単
な言葉で簡単なことを話しているように見え
るけれども，その選手とコーチとの間では非
常に高度なことを話していることになってい
る，ということなんでしょうね。
す）　そうです，なっているんです。
さ）　それは学者同士の会話でも同じかもしら
へんね。
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こ）　学者同士の場合だと，前提となっている
ところをぜんぶすっとばしたところで話をし
ているというところがあるから，例えば前の
対談でも，僕は文化人類学が専門ですが，専
門的になればなるほど会話の中に文化という
言葉はでてこなくなるという話をしました。
つまり，文化とか社会という言葉が専門的な
会話になればなるほど安易に使えなくなる。
前提となる概念や理論というのを踏まえた上
での会話になるから，端から見ればまさにわ
けがわからない会話をしていることになるん
ですね。その点で，学問とスポーツはともに
一つのことについて徹底的に突き詰めて研ぎ
澄ましているものがあるからこそ見えてくる
ものがあるということでしょうね。

4.2. 選手から指導者へ ─ モデル化と指導論の
隔たり ─ 

こ）　先生は選手から指導者になられたときに
何か新しい意識が出てきたというような変化
はあったんでしょうか ?
す）　苦労したんです。指導し始めてから ...。

30歳前半まで競技をやってまして，競技を
やってる途中でこの大学に教員として来て，
数年間は競技をやりつつコーチもして，そし
て大学の仕事もしてという状態だったんです
けども，いまはまぁ選手はやってないので指
導のほうに専念してるんですが，最初苦労し
たというのは，自分ができていたこと，でき
ていることがよくわからなかったということ
なんです。できるんですけど，それがうまく
伝えられない，説明できないということです
ね。できることとわかってることとの間にか
なり差があったんですよ。それを埋めている
途中です，いまも ...。10年くらいになるんで
すけど，これを埋める作業をずぅっとしてい
て，最近やっと，あぁこういうことだったん
だなぁ，ってわかるようにというか，それで
あの時失敗したんだなとかというのがわかっ
てきてます。で，わかってくると，指導にも

それが生きてきて，いまは，10年前とは全
く違う指導の仕方をしてますね。で，いまの
ほうがイイと思ってます。
さ）　そういうのの具体的なケースって思い出
せるのありますか ?
す）　三段跳びって三回飛ぶんですが，いわゆ
るホップステップジャンプのホップにあたる
1回目の飛び出し方が，ずっと違うやりか
たをやってたんです。
さ）　違うっていうのはどういう意味でで
すか ?
す）　極端に言うと，カラダの右側を使わなけ
ればならないのに，左側を使っていたという
ことなんです。
さ）　それってずいぶん大きな違いに聞こえま
すね。
す）　専門的な話になりますが，私の場合は最
初右から踏み切るので，右右左というふうに
踏み切っていきます。で，最初の踏切で左側
を前に出すような踏切をしてカラダをナナメ
から入るような踏切をしていたんです。当時
そのように指導もされていたし，自分でもイ
イと思っていたんです。ところがこれが間違
いだったんです。右側で踏み切るときに右側
を出していかなければならなかったんです。
実はこれ，競技生活の後半に，もしかすると
そうじゃないかってピンときてたんですが，
確信がなかなか持てなくて，引退して指導し
たりいろんなのを見てるうちに確信したとい
う経緯ですね。
さ）　あのーなんとか走りみたいなのと同じよ
うな話に聞こえますね。
す）　ナンバ走りですね。はやりましたね。
あぁいうのもヒントになって，右と左ってい
うかなり大きな違いですからね。ただ，これ
は，バイオメカニクス的に研究すると，走り
はそのようになってますね。だから，後で裏
付けられたところがあって，研究結果を見て
るとやっぱそうだよなっていうのがあって，
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それで確信が持てたっていうのもあります。
そういうのが，トップの選手になればなるほ
ど，先にできちゃう人たちはそういう経験が
あるんじゃないかと思います。自分の勘とい
うか感覚が後で裏付けられるというようなこ
とがあるんじゃないかと思いますね。このよ
うな順番というかそういうのがスポーツの中
ではあるのでおもしろいなって思います。わ
かってできるとか知ってわかるんじゃなくて
まずできちゃうっていうね。
さ）　そうですよね，ちっちゃいときから足の
速いヤツって自分でなんで速いのかわからな
いで走ってますよね。
す）　本人もよくわかってないと思います。
こ）　おもしろいですね。科学的な分析をして
メカニズムがわかっても，それをすぐに現場
にフィードバックできるというわけではない
というところですね。理屈がわかったからと
いって，それをそのまま教えてうまくいくか
どうかという問題もあると思いますね。
す）　ありますね。そこはまた大きな壁がある
と思ってまして，こう動いたほうがイイよっ
ていうようなモデルが出たりしますよね。で
も教え方はまた違うので，教え方はその方法
論，指導論というところで，これは私が興味
があって研究対象としているところです。ソ
コはもう一つ要りますね。目指すモデルと実
際どう教えるかというのは大きな課題だと思
いますね。

4.3. 師匠と弟子 ─ 相似形を成す ─ 
す）　そこで言うと，スポーツの上達するとき
の段階として，いまは教員と学生とか教員と
選手とかコーチと選手という立場ですけど
も，師匠と弟子というような関係性というよ
うなのがキーワードになってる気がしていま
して，例えば，弟子というのは，師匠になり
きって見習っていくんですよね。師匠の感
じっていうのを自分のものとして取り込んで
いくことをずっと繰り返していって，師匠の

ものが弟子のほうに移ってくるというように
なると思うんです。その感覚というのがとて
も重要だなと思っていて，でも，学校の教室
という場面ではなかなかそういうふうにはな
らないんですが，すくなくともスポーツの場
面では，その感覚がありますね。
さ）　大学院なんかだと指導教員のクセとか考
え方とかツッ込みどころとか日頃の口癖を真
似することで，同じような考え方とか同じよ
うな批判的態度になってくとかいうのはある
けれど，学部のレベルでそういう感じという
のができるというかやってしまってる学生が
いたらうれしくなりますね。
す）　ゼミでいうと，文章を何度もやり取りし
てるとか，ずっと同じ空間にいて話し合うと
か，そういうことを何度も繰り返していくこ
とでなんとなく師匠の考え方とか指導教員の
考え方とかがわかってきて，文章書くときで
もこう書いたら指導教員ならわかってくれる
だろうな，これ怒られるかなとかがわかっ
て，言ってみれば価値観を取り込んでやって
いるということになりますね。そうなると真
似が進みますよね，そして自分のものにでき
るというか。
さ）　短大なんかだとね，なかなか文章ってい
うところまではいかないんですが，ある種の
感性のようなのは似てくるというかそういう
のはありますね。卒業してからでもボクの好
きそうな場面や状況やモノの写真を送ってき
てくれるようになる子もいるんですね。そう
いうときはちょっとはゼミやってて良かった
なって感じます。感性とかアフォーダンスの
ようなのが概念として理解するだけじゃなく
て，実体験とか肌感覚でわかるようになって
くれたとなれば，少しはなにかの役に立てた
かなという風にも思えますからね。
す）　スポーツのチームなんかでも，動きが特
徴的であったりして，選手を見たら何県の
選手かなっていうのがわかるようになると
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か，誰だれが教えてるんだろうなっていうの
とか，人の動きを見ているとわかることが
あって，それはもうその選手が取り込んだん
でしょうね。まぁ形にはめられてるのかって
いうこともあるかもしれませんけれども，そ
うでないような特徴というのがあったりもし
ます。
こ）　それは文化人類学的にもおもしろいです
ね。スポーツにおけるチーム文化というかそ
ういうのがあるんですね。
す）　私も自分のコーチの動きと相当似てる
と思います。私が指導した三段跳びの選手
も，似てきたなぁ，っていうのがありますね
（笑）。
全）　（笑）
こ）　そうなるとうれしいですよね。
す）　うれしいです。そんなこと教えたっけ
なっていうようなこともやってたりしますし
ね。他のコーチからも言われたことあります
ね，動き似てるねって。

4.4. 多様な教員との出会いを増やす
こ）　そういう意味でも，一年生のうちにいろ
んな先生と出会うというのは重要かもしれな
いですね。せっかくゼミに入るんだから，そ
のゼミの先生と考え方が合ってるとか人格的
にも合いそうなとこに入るのがベストだと思
うけれど，その選択肢がないとなると，時間
が無駄になってしまうかもしれないし，その
意味でも基礎ゼミでいろんな先生と出会うと
いうのがいいということなんでしょうね（6）。
さ）　最も radicalには，毎時間，先生もゼミ生
もランダム変わる，というような特徴のある
ゼミデザインができるといいなとも思ってる
くらいなんです。
す）　毎回シャッフルですか ?
さ）　そう，毎回。
す）　とすると，その日教室のドアを開けるま
で誰がいるかわからない（笑）。
さ）　うん，そう。例えば，今日はしんみりし

てるなーとか，今日はみんな書く量多いなー
とか，今日は女子が多いなーとか，ね（笑）。
そういうような授業も大学ならあってもイイ
と思うんです。そんなのいままで体験したこ
とないでしょう ?
す）　そうですね。
さ）　そういうところまでいけたらね，学生も
先生たちもアクティブに学ぶっていうところ
までイケると思うんですよ。そうした中で学
生たちも友達を作っていったり鍛えられた
りっていうことがあると思います。一方で，
クラス機能というのがどういう風に担保され
るといいのかがね，難しいわけですけど。
す）　たしかに，そのクラス機能が担保された
中で学生たちがいろんな先生たちを知るとい
うのはいいことだと思いますけどね。
さ）　他の大学でも，おそらく，そういったク
ラス機能と大学の自由な学びというのとの両
立をどのようにすればよいかということに腐
心してるかもしれません。ただ， 1学年100
名に満たないような小さな学科なら， 1年も
経てば大概はかなりの学生を覚えられちゃい
ますからね，スポーツやこどもや国際なんか
の場合ね（7）。それに比べて経済や経営は難し
いでしょう，顔が全部見えないですからね。
ボクなんかも前の大学では， 1学年が100人
いるかいないかだったので， 1年も経てば
8， 9割は覚えられちゃいます。同じ学年
の同じ子たちを同じ授業で何度も，たいがい
は年間通して何かの科目で30回分出会いま
すからね。理系の場合は特に専門基礎の科目
なんかだと同じ顔ぶれが100人くらいで移動
するだけなのでね。でも，この大学では，教
養教育科目の場合，たとえ100名程度の授業
であっても，毎クォータあるいは毎学期違う
顔ぶれ，違う学年，違う学科，いりまじりで
やってきますからね。専門基礎の科目を教え
てるのとはわけが違います。だから，全部の
顔が見えないというのがボクのいまの悩みで
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す。でも，大学の教員にとってもそういった
顔が覚えられるとか名前が覚えられるとかい
うのはとても大切なように思っています。

5. 失敗と成功の与え方
5.1. 過程としてのエラーの重要性
こ）　さきほどのモデル化と指導論に関して，
教養に引きつけて考えるなら，例えば基礎ゼ
ミでは読解力をどうやって教えるかという非
常に大きな問題があって，つまり，こうすれ
ば読めるよっていうのはいろんな教科書に書
いてあるんだけれども，それをそのまま教え
ても学生は読めない。でも自分はこれまで研
究者としてやってきた中で読む方法は知って
る，読める，でもそれをちゃんと言語化でき
ないし，教科書に則って練習したとしても学
生はこの文章を読めてないよなっていうこ
とは生じる。そこんところに飛躍があるの
かなっていうのを聴きながら考えてました。
じゃぁその教え方っていうのはどうやって積
み上げていけばいいのかということですね。
どうお考えでしょうか ?
す）　経験的には，トライアルアンドエラーを
繰り返すしかないと思ってます。
さ）　そやねー。
す）　常にこれは正しいはずだと思ってやるん
ですけれどもそれが常に覆されていって，で
もそれはそういうもんだというある種の諦め
もあって，それを自分で認めながらやってい
くという感じですね。
さ）　いまの子たちはその一方で，エラーをす
るということに対して非常に怖がるじゃない
ですか。ここ10年くらいは特にそういう子
たちが増えてきているという風に感じるんで
すけど，それをどうすればいいかっていうの
もありますよね。ボクらもトライアルアンド
エラーを繰り返してきて堪え忍んできたとい
うようなのがたくさんあると思うんですが
（笑），そういうのをいまの子たちはやりたく

ないとか，すぐ目標に進みたいとか，それを
すぐ教えてほしいという風になる。
す）　最短距離を教えてくれという感じです
よね。
さ）　そうそうそう。それをすぐに役に立つ，
という風に思ってしまうというようなことが
ある。そこはじゃぁどうやったらエラーとい
うのを怖がらなくなったりするんでしょう
ね。もちろんそのプロセス自体もトライアル
アンドエラーなんでしょうけれどもね。エ
ラーを怖がらない，エラーをしてもだいじょ
ぶだよ，というのは，実は大学っていうとこ
ろはそういう環境を作らなくちゃなぁって教
養なんかから見ると必要に思いますが，ご担
当のゼミとか科目とかでどのように感じてお
られますか ?
す）　これは，スポーツというのがそもそもエ
ラーの連続っていうのがあって，これがス
ポーツが教育ツールとして優れている点だと
思うんですよ。やればやるほどもうエラー
ばっかりというね。うまくいくとか完璧って
いうものはなかなかないんですよね。常に何
かのエラーをもってパフォーマンスをするも
のなので，それがスポーツの世界ではふつう
なんですよね。さっきまでは指導者としてト
ライアルアンドエラーしてますってことでし
たが，選手としても学生としても常にそれに
曝されてますね。
こ）　なるほど，座学の場合は，エラーを恐れ
たら動かないという選択ができるけれど，ス
ポーツの場合は動くところからしか始められ
ないので ...。
す）　まずは動かないといけないので，そこが
いいんですよね。

5.2. エラーと心の管理
さ）　現在検討中のオムニバス形式のゼミナー
ル（8）っていうのは，ボクなんかは実はそれを
イメージしていて，リーディング，ディス
カッション，ライティング，プレゼンテー
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ションというような基本的な横串を複数担当
者でそれぞれのテーマという縦串で 3ない
し 4クール繰り返せば，そのテーマの内容
や方法だけでなく，大学での学びや学び方と
いうのはこういうことなんだなという，いわ
ゆる心理学ではスキーマという概念がありま
すが，大学スキーマとか，大学での学びス
キーマであるとか，そういったことがわかる
ようになるんじゃないかなというのが真のね
らいなんです。
す）　なるほど，それは，非常にスポーツ的な
感覚と近いものがあるかもしれませんね。ス
ポーツの場合，エラーと，そして，負け，こ
れが重なるんです。みんなうまくいくことと
勝ちたいっていう風にやるんですけれど，こ
れがうまくいかなくて，ふつうは失敗と負け
の連続なわけです。それをどう受け入れてど
うコントロールするかというのが大事で，こ
れがうまくいくと，競技者としてもうまくい
きますから，そのマネジメントですね。
さ）　そうか，だから，人間としても同じこと
が言えて，負けをどのように受け入れるかと
か，エラーをどのように改善しようとするか
とか，自分自身の心の管理，ですね。
す）　そうですね。だから，このへんをすぐに，
そして生々しく学べるというのがスポーツの
イイところなんですよね。
さ）　しかもアクティブだしなぁ。
こ）　なるほど。じゃぁコーチングの技術の中
に負けに対するケアも含まれてくるっていう
ことですね。
す）　そうですね。
こ）　そういったメソッドは研究されてきてい
るのですか ?
す）　これは ...，たぶんされてきてるんだろう
と思いますけれども，私の場合は，私の経験
上からのものということになりますね。いま
指導している経験から，あるいはされてきた
経験からですね。ただいずれにしても，負け

たときとか失敗したときが重要だと思います
ね。勝ったときとかいいときは何もしないで
すからね。
さ）　そうなんですよ，だから，よく成功体験
たくさんさせたいっていう教員わりと多くお
られるんですけれど，ボクそれそんなに必要
かなぁっていうところがあります。むしろネ
ガティブな方をどれだけか経験させられない
と，社会に出てからはネガティブなことの方
がずっとずっと多いんだから，そこには耐性
と言いますか，最近の言葉でいえばレジリエ
ンスも含めてですけど，さっきの先生のこ
とばでいうと管理，マネジメントも学んで
ほしいなっていうね。ほめるほめるだけでは
どうかなぁっていうのがありますが，どうで
すか ?
す）　成功体験も必要だと思いますけど，ソコ
を目指しつつ，でも現実を見るとそんなにう
まいことはいかないというのがあって，より
大部分の失敗や負けの部分をちゃんと対応し
ていかないといけないと思います。

5.3. 過去のエラーを開示する
さ）　ゼミ生たちに曲がりなりにも研究とい
うようなことをさせるときに，これ調べて
みー，って言うて，そんなんなかったー，と
か，こんなんやってみー，って言うて，そん
なんできひんかったー，とかって言うてくる
と，そういうのをもっとたくさんさせながら
テーマに沿った課題をやらせていくんですけ
ど，その中で失敗してもできなくてもやれな
くてもなんとか報告しようとしてくる子たち
は将来も伸びていってくれると確信してるん
です。そうじゃない子たちは，さっきの話の
ように最短を目指したい子たちなので，例え
ばいきなりどうやったらアンケートって作れ
るんですか，って来るんですよ。でもさ，そ
こを考えてくれって言うてるやん，そこはオ
レが考えることじゃないでしょ，って言って
るのにね。キミがうまくできなくってまずは

学びにおける身体感覚の効用

－ 32 －



作ってごらんって言うようにしてるんですけ
どね。んで，予備調査としてやってみたらま
た次のことがわかるようになるとか次のス
テップがあるからって言うんですけど，いき
なり最終ステップを踏もうとする。で，そう
いう子たちは，先生何からやっていいかわか
りません，って言うてくることになる。でき
ない子たちというかやらない子たちって言う
ほうが正しいかなぁ，そういう子に限って特
にそういう姿勢になってしまっているってい
うのはありますね。
す）　たしかにありますね。私もゼミでの卒論
指導なんかでは，そのへんを応用して，佐々
木先生がおっしゃったように，やってわかん
なかったときにやっと学べるので，そうする
と次の課題もできるようになるんですよね。
さ）　そうなんですよ，それを待ちたいんです
よね。それを「待てる」教員でいつまでも
いたいなぁって思ってるんです。もちろん，
待って待って 2月になってもう時間切れと
いう研究ももちろんあるんですけど，まぁ
短大の場合は 2年までしかないので，途中
は途中で報告書を書いて，将来10年ビジョ
ンってことで，また考えたり調べたりする機
会がきっとやって来るかもしれないからねっ
てことにしてます。
す）　卒論生だって卒論書いたときにやっと書
き方がわかりましたっていうことが多いです
よね。いまだったらもうちょっとイイの書け
る気がしますとかね。
さ）　卒業してからやってきたときにもね，結
局私の卒業研究ってこういうことだったんで
すかねぇ，って言えるようになるもんね。あ
のときはなにやってるかよくわからんかった
とかね。
す）　そうですね，そのときは形はなんとかす
るけど，っていう感じですよね。
さ）　まぁボクらでもそうでしたよね，卒論で
も修論でも博論でも，「あとがき」を書いて

るときにやっとそういうことかぁっていうね
（笑）。
す）　そうそう，それで，しまったぁ，とかね
（笑）。
こ）　後から訂正したくなるとかね（笑）。
す）　さっきの私の教員経験のと同じようなと
ころがあって，まぁ一生懸命ですからねやっ
てるときは，次の試合勝ちたい勝ちたいって
ずっとやってるんですよね，なんせ勝てれば
良いのでね。だからまずはやっていくってい
うわけなんですけれど，でも，いま，恥ずか
しくなったりしてます（笑）。しまったーっ
てね。
さ）　ちょっとあのままで行きすぎたなぁーと
かね。
す）　昔は間違った指導してたなとかもね。で
もそこは平気で言うようにしてますね。去年
は違った教え方してた。ごめんな，って言う
ようにして。ソコは堂々と言えるようになっ
ててもいいんじゃないかって思いますね。
さ）　うん，そっか，ボクらもそのトライアル
アンドエラーを繰り返してるわけだから，そ
れはちゃんと言えないとダメですよね。
こ）　それが言えてこその大学教育だって感じ
がしますよね。
さ）　うん，ホンマやなぁ...。
こ）　こっちもエラーを繰り返しているってい
うことを学生にもわかってもらうというか。
先生っていうと完璧できると思われかねない
んだけれど，実は先生たち自身もトライアル
アンドエラーしてるからキミたちもおなじよ
うに失敗したりして頑張ってくれよっていう
ところはあるし ...。
さ）　そういうのも 1年次ゼミでわかってもら
う必要はありそうですね（笑）。
す）　わかってもらいたいですね（笑）。
さ）　そういうのもね，先生が変わって担当す
ることで，あっちの先生はこうだったけど
こっちの先生はこうだっていうようなことを
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経験して，やっぱりみんなそれぞれ多様なん
だよなぁっていうことがわかってくれれば
ね ...。
す）　...お互いイイですよね。で，そういうス
タイルになってから，だいぶ楽になりました
よね。それに，新しいことを学ぶっていうこ
とに対して抵抗がなくなりますからね。学生
たちはまた違ったこと言い始めたぞっていう
風にみるんだろうと思うんですけど，わるい
か，ってね（笑）。
さ）　うん，例えば，教壇の上で，ちょっと自
分が恥ずかしいことができるかとか言える
かっていうのもけっこう大事かなって思って
るんですよね
す）　あぁー。
─ 中略 ─

5.4. 成功体験と課題の出し方
こ）　スポーツ選手と同じように，研究者もア
カデミックなところでは常に勝たないといけ
ないという状態に置かれていて，院生のとき
は指導教員とも真剣勝負だし，論文を出すと
なれば雑誌のレフェリーと戦うということ
で，やれ論文を通せ，やれお金を取ってこ
い，というようなのとずっと戦い続けてるよ
うなことになるんだけれども，実際自分が学
生を教える立場に立つとそれだけでは回らな
くなります。だからそこで一つステップとい
うか階段の踊り場に来てちょっとスタイルを
変えてみるということになるのかもしれない
ですね。さっきまでのお話でキーワードにな
ると思ったのは，「自信」だと思います。例
えば，人文学部の学生に留学前の抱負を書か
せると，みんな自信を付けたいとか自信を付
けて帰ってきたいとか書くんですよね。そん
なにみんな自信ないのかって思うんですけ
ど，だからといって根拠のない自信に満ちあ
ふれていても何かができるとは限らないわけ
で，本当の自信とは成功や失敗を含めた多様
な経験から出てくる気がするんです。杉林先

生にとって自信とはどのようなものでしょ
うか ?
す）　これはちょっと成功体験が少しでもない
ともてないようなのが自信でしょうねぇ。そ
ういう意味では，何が何でも最初は成功させ
てしまうっていうのが一つのアプローチとし
てはアリかなと思ってるんですよね。最初は
まずむちゃくちゃなやり方でいいんですけど
もとにかく成果を出させる，勝たせる，後押
しいっぱいして，本人どこまでやってんだっ
ていうくらいでもいいんですけども，とに
かく成果を出させると，成果が出ると自信
がついて見方が変わるんですよね。俯瞰して
見れるようになったりとか。成果を出さない
と見えないことが見えてくるというようなで
すね。まずは一回でも成果を出させるという
ことですね。それはゼミでもそうですし，ス
ポーツのコーチングでもそうですけども，最
初はその優しさが一つ大事かなって思いま
す。いろんなことをこっちが耐えながらガマ
ンしながら，まずは一回めちゃくちゃお膳立
てして，結果を出してもらう，っていうそこ
から始まるということですね。
さ）　スポーツとかだと速く走らせてみるとか，
長く飛ばさせてみるとか何かできそうに思え
るんですけど，ゼミとかではどのようなこと
があてはまりそうですか ?
す）　学生に応じたちょっと苦しいけど頑張れ
ばできるというようなのをやってもらうとい
うことですかね。
さ）　例えばどんなのですか ?
す）　例えば 3年生だと，画像を使った動作分
析ですね。カメラ 2台で人が動いてるのを
撮影して，それを三次元の座標に戻してどれ
くらいの速さで走ってるとか角度がどうなっ
てるとかを分析させるんです。そういうのを
やらせて，じっくり丁寧にやればできる課題
なんですよね。もちろん，その課題は深みも
あるんです。例えば，重心を求めてみるとか
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重心の速度を求めてみるとか，やろうと思え
ばいくらでも深く分析できるんですけど，そ
の深さをどこまでやろうかっていうところで
すね。まぁそのちょうどいい課題を設定し
て，しかもその本人が興味を持つようなス
ポーツを対象にするとかして，最初はなんと
か辿り着けるようなのを一回やらせるように
して，その後にちょっときつい課題が与えら
れるようにしてます。一回到達したという経
験があるとできるようになるんじゃないかと
思ってます。
さ）　逆に一番きついなと思われる課題という
のはどんなのですか ?
す）　これはぁ，極端にいうと，いいのもって
きて，とか，おもしろいの見せて，とか，一
番いいかげんな言い方の課題です（笑）。
さ）　あぁそれね，むつかしいね。ウチのゼ
ミなんかはそういう感じのばっかりやか
ら ...（笑）。
す）　これ究極なんですよね。
こ）　それ基礎ゼミでやりがちなんで，よくな
いなってね ...（笑）。
さ）　そうそう，ボクら二人ともそういうのや
りがちなんですよね（笑）。どうしてもプロ
セス見たいから，こっちからdirectionするこ
とはなくって，いちばんイイと思うの持って
来てっていうのはよく言いますね。一番感動
したのとか日常で不思議に思った映像とか写
真持って来てとかいうのが課題だったりしま
すから，みんな最初は目を丸くしてしまうん
ですね。なので，ボクが例えばもってくると
するとこういうのね，ってみんなに見せて，
どう考えたりどう見たりするんやって問うん
ですよ。そうすると，最初は，なんだそんな
んでいいのかって言う子たちも出てくるんで
すけど，ホンマにそんなんで議論できるとお
もってるんやな，っていうふうに負荷はかけ
ておくことにしてます。たしかに，オリジナ
リティとか自分を開示するようなモノやコト

なんかのように，自分のuniqueさを出すよ
うな課題のものはいまの子たちはすごく不得
意やね。
す）　その，オープンなクエスチョンを出すと
きにはすごく難しくって，だからそれを目標
にしてますね。
さ）　そう，だから，自分で設定しなさい，っ
て言うんですけど，それができない子たちが
たくさんいるので，設定する力，フレーム
ワークを自分で作るチカラっていう，ホント
はそういうのがほしいんですよね。短大の場
合は 2年しかないのでなかなかむずかしい
ですけど，大学のように 3， 4年あるとね，
すこしはおもしろく自分を設定できるように
なっていくかもしれませんね。

6. 真似して盗む
6.1. 自らの修正と真似のセンス
こ）　そのステップを突破するには何が必要
かっていう，つまり，スポーツで例えると
さっきの話に戻りますが，それぞれの動作を
身につけてある程度うまくなった人といわゆ
るトップレベルの人との間には何らかの飛躍
があると思ってて，例えば決められた課題を
こなすんじゃなくって自分で課題を設定して
いくっていうのがきっとあるんだと思うんで
すけど，実際競技の中ではどういう課題がで
てくるものなんですか ?マニュアル化されて
ることを超えたレベルでは，ご自身のなかで
どのようなことがありましたか ?
す）　課題というのは無限にあるんですが，ホ
ントどこを見るかなんですけれど，僕のわる
いクセでもあるんですが，センスで片付けて
しまうところがあって，まぁそれを見極め
る，無限ですからねやっぱり。ただ，無限と
いいつつもその時々のトレンドというのが
あって，まぁナンバ走りもそうですけれど，
あれがはやったころがあって，そのときはみ
んなナンバのほうにいったり，いまはまたち
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がうのがあったり，っていうのがあって，そ
ういうのもやっぱりかじりますからね。もち
ろん過去の経験や体験を土台にして課題とい
うのは出てくるので，どうやって課題を見つ
けるのかと言われると，自分でもよくわから
ないですね。
こ）　例えばでも，トップ 3の人たちのまねを
するということではないんでしょう ?
す）　あ，でもそれはあります。
こ）　あ，あるんですね。そのまねをしたから，
その走りができるようになるのか，さらにそ
の先にオリジナリティをどう出すかっていう
ことが気になっていて，つまり，まねをすれ
ばトップ 3の選手と同じ動きができるよう
になるなら誰も苦労はしないと思うんです
が，そこでやっぱりセンスが登場することに
なるんでしょうか ?
す）　課題というのはいろいろあって，その中
に，自分を修正するっていう課題もありま
す。明らかに何かがよくないときには，それ
を修正するという方向で課題を見つけるんで
すけども，もういっこの方向は誰かのまねを
するという課題で，モデルとなる人の物真似
で，それをやるっていうのは，かなり，よく
やることです。それはイイとされているやり
かたですね。
さ）　効果的 ?
す）　そうですね。で，そのモデル，この場合
はある誰かですが，それを目指して，そして
修正しなければならないときには自分で課題
を見つけ出していくんですけれども，そのと
きの世界チャンピオンとかの跳躍はひたすら
たくさん見ますね。見て，盗もうとして，マ
ネをします。
さ）　めっちゃ違うもんなんですか ?
す）　違いますし，同じところもありますし，
人によっても違うんで ...。
─ 中略 ─
す）　自分のレベルが上がってくるとまた見え

るものが違ってくるんですよね。
6.2. 教わることと盗むこと
こ）　いまの話でおもしろいと思うのは，なに
かを教わるんじゃなくって盗む方が定着する
んじゃないかっていうことですね。少し文脈
が違いますが，僕が大学院生のときは先生や
先輩のやり方を盗めという考え方がありまし
た。プレゼンのやり方にしても論文の書き方
にしても良いとこあったら盗むっていうね。
教えてもらえないからっていうのもあります
が ...。盗むっていうのは単なるコピーをしよ
うというのではなくて，自分なりに解釈して
自分に身につけやすいようにして取り込むと
いうプロセスだと思うんですよね。だから単
なるコピーではなくって自分なりにカスタマ
イズして無意識のうちにやってるとこがあり
ますよね。ただ，いまの教育の中では，教え
る内容をパッケージ化してこれをやるとこれ
が身につきますよというようなのを提供する
ところに重きが置かれていると思うんです。
教員のほうがオレが勝手にやるから勝手に盗
んでいけというような教え方はなかなかでき
ないんじゃないかなと思いますね。杉林先生
は学生たちにとりあえず盗めそうなのは盗
めっていうように伝えることはありますか ?
す）　あります。一番最高なのは自分から盗ん
でもらうことですね。だからこちらもある程
度の身体の動きはできるように常に整えてお
かないといけないんです。もちろん現役時代
ほどのスピードとかパワーはないんですけれ
ど，模倣はできるという状況にはしておかな
ければいけないなと思ってます。そして模倣
のチカラは，現役の頃よりもうまいかもしれ
ません。ココを見るんだよっていうようなや
りかたでね。師範ができるというのは訓練
してるつもりで，ソコはとても大事ですね。
やっぱり生で見るというのは一番いろんな情
報がきますからね。ビデオもいいんですけ
ども。
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さ）　「情報リテラシー」（9）なんかでよく受講生
たちに言ってるのは，ボクの動かしてるマウ
スポインタの動きとか選択の仕方とかを見て
おくようにということですね。ボク自身も操
作の中でいろんなショートカットを無意識の
中でやってることがあるんですね。で，自分
の授業だけでなく，他の先生たちの授業でも
プレゼンされたりパソコンの操作をされたり
するときに，ふつうにスライドをめくってる
ときだけじゃなくって，先生がもたもたされ
てるときとか失敗されてるときとか，そうい
うのをよーく観察するようにするといいよっ
て言ってます。そういう他の人のやってるの
を見て，何を知ってないとそれができないの
かとか，どういう風に解決すればいいのかっ
ていうようなことがわかるようになるから
ねってね。授業中とかゼミ中に何気ない時間
であっても注意して観察するようにするとい
いですよってね。つまり，授業中の行間に当
たるようなところでも，ずっと見てる，つま
り観察してるとイイと思うんです。学生たち
にはもっと人のやることを観察して，自分と
の関係がどうであるのかっていうのを考えれ
るようになっていってほしいと思います。そ
ういうのを学ぶというか真似るというか「ま
ねぶ」というかってのを大学のときにはやっ
てくれるとイイなと思います。
す）　学生が教員の何かを盗んでいってもら
うっていうところはとても大事だと思って
いて，それをやろうと思うと， 4年の専門
ゼミか部活かっていうところではできるんで
すが，なかなか全体ではできなくて，何か条
件があるでしょうから，人数の限界があった
り，関わる時間が圧倒的に必要なのでね。も
ちろんゼミでやるということになっても全員
とそういう関係になれるかというとまた難し
いところがあります。部分的ですし，まだ
ちょっとそこは残念だなと思っているところ
で何とかしないとなって思ってます。もちろ

ん，盗まれるに値する状態っていうのも必要
ですが，そういう感覚ってありますか，学生
がよく盗んでってくれたなっていうような
のって。
こ）　ありますね。ゼミ生ではないですがよく
研究室で話をする学生なんかは，いつの間に
か僕の考えが乗り移ったように感じることが
たまにありますね。んで，あぁ，よかった
なって，僕自身は思います。それはもちろん
相性の問題もあるし，全員に対してそういう
関係は結べないですけれど，まぁ，僕がこれ
までやってきたことに共感して盗んでいって
くれた子がいるわけで，そこで違うと思った
子はまた違う先生のところで何かを盗めるか
もしれない。だからいろんな先生に出会った
りするっていうのはそういうメリットがある
でしょうということですね。まぁおっしゃっ
たように，盗まれるにふさわしい人にならな
いといけないなっていうプレッシャーはあり
ますね。

7. モードをめぐって
7.1. モードのスイッチング
す）　ココまでの話というのはコーチとしての
立場の話が多かったと思いますが，まぁ，い
ろんな立場がありまして，もちろん，研究と
いう立場であるとか，教育とか，含まれるか
もしれませんが，コーチと，あとコーチと
言っても本学の学生を指導する立場と，日本
陸連のトップ選手を見てるっていう立場です
ね。オリンピック強化指定選手を見るという
ことです。で，昨日までちょうど日本陸連の
強化合宿をやってまして，鹿児島に行って，
東京オリンピックを目指すような選手を指導
してきました。それと，日本アンチドーピン
グ機構というところのアスリート委員という
のをしていまして，アンチドーピングの教育
とか啓発というのにも関わっています。それ
も定期的に活動があって，そういうことをご
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ちゃごちゃってやってますね。その中で研究
のネタが出てきたり，研究のことを現場に生
かすようなというようなことをしてますね。
非常にとりとめのないような日々に追われて
いる感じではありますけどね。
さ）　この大学の学生たちに関わるときとトッ
プ選手たちと関わるときって先生自身の態
度っていうのはどういう風に変わるんで
すか ?
す）　以前は違ったんですよ。競技レベルがま
ず違うので，感覚も違うので，モードをぱ
ちっと変えないとできなかったんですよ。だ
から，陸連の選手を見て帰ってきてまた行っ
てっていうのを繰り返していると，ものすご
く疲れるんですよ。
さ）　それはスイッチングに疲れるということ
ですね ?
す）　そうです，スイッチングに疲れてたんで
す。でも，最近，同じようにスイッチできる
ようになって ...。
さ）　それはどっちに合わせてるんですか ?
す）　それが，わかんないです。ただこれは最
近感じてることなんですけどね。以前は明ら
かに変えてたんですよ。どっちかっていうと
帰ってきて本学の選手たちに教えてるときが
なんとなく疲れてたんですよね。トップレベ
ルの選手を見てからそうじゃない選手を見た
ときにスイッチするのがたいへんだったんで
す。でも最近なんか共通のスイッチができ
て，いいのかわるいのかわかんないんですけ
どね。
さ）　それって，例えば，ボクらが日頃の学生
たちのレポートとか課題とか見てるときと，
学会とか行って研究者たちと話してきたとき
のような，あの，ギャップ，ですかね ?
す）　そうそうそう，そうですね。
さ）　こっちに帰ってきてガックリするみたい
なね。レポートとかここから直さんならんの
か，というようなときとかね。

す）　そんな感じですね。これがいまは変わら
なくなってきたというのがあって ...。
さ）　それ，なんでしょうね，ボクも実は最近
そういう風に感じることなんですよね。アレ
は誰がおっしゃっていたか思いだせません
が，学生たちのを見てるときもなんとなくわ
かってやれるようになってきましたよ，っ
てね。
全）　（大笑）
さ）　文章がね，むちゃくちゃでもね ...。
す）　わかってやれるようになった。なるほど，
そういうことですか。
さ）　うん，こっちがね。むかしはね，なんだ
かんだといちいち問い直さないといけない自
分がいたんですけど，つまり，いちいち添削
して返さんならんなって思い込んでた自分が
いて，いちいち文を質すようにしていたんで
すけど，例えば短大の 1年次春休みは十日
報っていう10のつく日にそこまでの10日間
に出会った人，モノ，コト，あるいは自分の
考えたり感じたりしたことを 1ページに書
いて提出するっていうのを課題にしてるんで
すけど，それに赤を入れなくなったんです
よ（10）。で，いま翻って考えると，見る時間
も短くなってきてるなって思ってて，それは
たぶんさっき話した，わかってやれるように
なった，っていうことなんじゃないかなって
ね。ホントは直したいところいっぱいあるけ
れど，あるいは求めたいことはいっぱいある
けれど，自分の想像力というか創造性で補っ
てしまっちゃってるというかね。まあもちろ
んライティングという観点からは，教育的配
慮は必要なんだけれども，彼らの出力をなん
とか理解してやるという意味ではこれでもい
いかとね。...これってダメなん !?（笑）
す）　良いのか悪いのか私もちょっとわからな
いんですが ...。
こ）　逆に学会発表を見に行ったときの反応は
変わりましたか ?
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さ）　向こうでは変わらないかなぁ...。うーん，
あ，でも，変わるというか，ポスター発表と
か一対一で質問できるので多くの時間をそこ
に割いてるんですが，そのとき，自分の関心
のあるテーマで，かつ，自分でもやりたいと
思っててもいまはできないというようなとき
に，そのテーマをその発表者に振ってくるこ
とにしてるんですよ。もちろんその発表して
おられる研究テーマに関わることをね。こう
いうのやったらどうですかとか，こういうの
ボクは知りたいですとか，そういうのを吐き
出して帰ってくるようになりました。それ
と，こうすれば研究がよくなるとか，おも
しろそうになるとかっていうのを言ってき
たりっていう，ある種教育モード的な感じ
もね。
こ）　それって，抽象的な言い方ですけど，人
格が統合されていくプロセスなんでしょう
か。僕はまだその境地まで至っていないんで
すが，この大学に着任して 4年目ですけど
も，教員をやっていると，研究者としての自
分と教員としての自分とをどう折り合いを付
けるか，というのに悩む時があります。僕自
身の狭い専門としてはチベットのとある宗教
で，世界で20人くらい，日本で 3人くらい
しかやってないような超マイナーな分野を
やってるので，それだけを授業で教え続ける
わけにはいかないわけで，教育向けのコンテ
ンツをいろいろ考えてやるわけです。ですか
ら，専門の論文を書いてるときの自分と基礎
ゼミをもってるときの自分とが完全に分裂し
てるんです（笑）。それが自分の中で折り合
いがついてくると，そのモードの切替をしな
くていいんじゃないかな，統合されてくる
のかなっていうふうにいまのお話を聞きま
した。
す）　そうなんですかねー。
7.2. 言語と身体のモード
こ）　前の対談で，語学は単に単語を覚えるだ

けじゃなくって，話してるその人の振る舞い
を真似ることが実は一番の勉強になるという
のがありました。例えば，僕は，中国語に一
番親しんでますが，中国語って声の大きさと
かしゃべるときのジェスチャーとかが全く日
本語と違うんです。日本語と同じリズムで
言ってもまったくしゃべれないし発音もでき
ないんですけども，そこで中国の人と同じよ
うな振る舞いをするとできるっていう感じ
になるんですよね。これは自分なりにうまく
カスタマイズして中国人の動きを取り入れる
というということで中国語が上達した感覚が
あるし，英語でもフランス語でも何語でもそ
ういう感覚があると思いますね。あとはプレ
ゼンとかもそういう側面があるんじゃない
かな。
さ）　それもある種のモードっていうかね，そ
ういうモードに入っていくという感覚ね。
す）　あぁーあ。
さ）　小西先生ってば，日本語だとこのように
ぼそぼそっと静かにお話しされるけど，中国
語になるとたいへんなことになるらしいよ
（笑）。声でけぇーなぁーとかね。
全）　（笑）
さ）　まぁ言ってみれば言語モードというか身
体表現モードというか，そういうなにかにス
イッチが入るということでしょう !?
こ）　そうそう，僕は，中国に行くといつも解
放された感じになります（笑）。確か杉林先
生，上海体育学院に行かれるとか。
す）　10日から行きます。
こ）　中国に行くとコミュニケーションが違う
という感じになりませんか ?
す）　ありますね。私の場合ちょっとまだ慣れ
てなくて，疲れる感じがあります（笑）。話
せないんですけども，エネルギーというかそ
ういうのがしゃべっているのを聞いてるとき
になんでしょうね，ちょっと疲れがありま
す。ただ，慣れるとそこに心地よさが出てき
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たりします。
こ）　向こうの人と同じリズムでしゃべるとや
はりこれが合理的なんだということがわかり
ますね。日本語の感覚やリズムでしゃべる
と，なんというか息が合わないという感じに
なりますね。やはりコレはおもしろい話です
ね。前回の対談でブローダウェイ先生が言語
はダンスだっていう風におっしゃってたんで
すけど，今日の対談では，言語はスポーツな
のかもしれないし，しゃべるということ自体
がそうなのかもしれませんね。こうした議
論のときのしゃべり方と教壇に立ったときの
しゃべり方ってまた違うし ...。

7.3. 言語化モードによる教育
さ）　その，話は戻って，トップのほうを教え
てたときのモードっていうのは，どんな感じ
になるの ?
す）　ちょっとさっきの話になっちゃうかもし
れないんですが，特殊な会話が成り立つとい
うことですね。
さ）　それが，心地よい ?
す）　あれは心地良いもんですね。でもこっち
ではまだそのレベルに至らない選手も多い
ので。
さ）　そうするとこっちでは言語化が多いって
こと ?
す）　けっこうですね，言語化とか指示をはっ
きりさせるとか，目標像をきっちり，それこ
そ本日のテーマはというようなことをしたほ
うが伸びる学生が多いので，そうやってま
すね。
さ）　そうなんですよね。だから，そこが，教
養的な学びというのと照らしたときにジレン
マになるんですよね。例えば，プロセスを与
えたいっていうのがある一方で，それにうま
く引っかかってくる学生というのはわりと少
なくて，あれやってこれやってって言うほう
が，クイックイッて伸びていく感じは強いん
ですよね。

す）　これ，たぶん，いろんな教育現場で起
こっていることだと思いますね。同じよう
に，スポーツの現場でも起こってます。や
れっと言ってやらせたほうがある程度までは
伸びることがあるんですね。でもその先って
なると，そうじゃないんですよね。
こ）　ではたとえばこっちで教えられていると
きの方が怖いコーチに見えるときがあるって
ことですかね ?厳しい先生っていうか ...。
す）　あるかもしれませんね。まぁ最近は幾分
こっちでも柔らかくなってきてるんじゃない
かとは思うんですが。
さ）　統合されてきてるからね !（笑）
す）　それもありますし，学生の反応も，この
人にはどこまで話せばいいんだろうっていう
ような壁を感じてたんですが，最近はそうい
う感じでもなくて，もっと自然にコミュニ
ケーションが取れているなというふうに思い
ます。
さ）　単純に先生ご自身が丸くなったっていう
のもあるんじゃないですか ?
す）　それもあると思います（笑）。
さ）　もちろん丸くならない方も少なからずお
られますけど ...。
こ）　丸くならない方が研究者としてのパ
フォーマンスの高い方というのはときどきお
られますからね。
さ）　常にユニークとか。
こ）　常に吠え続けるとか。
す）　スポーツ現場はそのせめぎ合いで，かっ
ちりやれって言うか，どこまで自由にする
か，ですね。何十人と一斉に指導しなければ
ならない場面が多いんですけれども，その場
合はやれって言うほうが楽なんですよね。
さ）　そうか，対象人数ということもあるか。
こ）　どうしてもそういう場合は最大公約数的
なのを持って来ないと，特定の何人かに合わ
せてしまうとそのグループ自体が成り立たな
くなってしまうということですね。
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8. 学びの過程と結果
8.1. 学びの効率と回り道
す）　学生が意欲と自主性をもって自ら取り組
んでいくって理想ですけれど，なかなかそう
はいかなくて，でも強くさせたい，あるいは
まずは高みにのぼらせて，そしてそこから見
れる状況にしたいというのがあって，でもそ
のバランスに私も非常に苦しんでまして，い
ままでの12年の指導経験で言うと，どんど
ん，やれって言う部分が増えてきてるんです
よね。いいのかわかんないんですけどね。完
全にはいかないんですけど。最初は，なんと
いうか自分の選手経験からすると，自ら課題
を決めて，そのプランを立てて取り組んで，
そこでまた反省をしてっていうサイクルで
やってきたので，それがイイに違いないって
思ってたんですけど，それがあまり効率的で
はないっていうことになって，なるべく全体
をしっかり伸ばそうとするとある程度こっち
で決めなければいけない，ある程度やらせな
ければいけない，でもどれだけやらせるか，
全部やらせるわけにもいかず，全部自主性に
任せるわけにもいかず ...。
こ）　それは難しいですねー。でもそれはどの
分野にも共通する話で，われわれも教員にな
る前はそういうスタンスでやってきて，それ
がイイ方法だと思ってきたけれども，実は他
の大多数にはそんなに効果的ではないという
か，逆に回り道ばっかりして何が得られたの
かわからないっていうような結果になりかね
ないという，そのギャップを埋めるという
ね。すごく狭い話になっちゃうと，もしゼミ
生の中に研究者になりたいという学生がいた
としたら，そのまま教えてても問題はないか
もしれないけれども，この大学ではそれはか
なり珍しいから，どうしてもわかりやすい結
果の得られるような，効率的な教え方のほう
にいってしまう。でもそれはどこの大学でも
あるジレンマかもしれないですね。高校まで

だと指導要領があるので，ある程度決まった
ことを教えるっていうのが仕事になるけど，
大学はほぼ教員に投げられてるから，われわ
れがやらなくちゃなんないっていうことにな
るんでしょうね。
さ）　やっぱり，いけないことを教えてるん
じゃないですか !?（笑）。いけない教え方を
してるんじゃないですか !?（笑）
す）　せざるをえないというここの苦しさです
ね（笑）。わかっちゃいるけど，でも ...。
こ）　僕の中では堅気じゃないけど堅気のふり
をせざるを得ないような感覚があって，自分
の経験をそのまま学生に押しつけると，先
生何やってるのってことになるし，だから，
もっとgeneralな方向にもっていかないと教
育はできないわけですよね。それってジレン
マですよね。基礎ゼミであっても。
さ）　ボクらんとこの短大なんて経営実務科っ
て言う名前のところにやってくる子たちです
からね，ボクなんかのようなゼミでもイイん
かなって思ってしまうことがあります。
す）　どういうことですか ?
さ）　つまり，回り道のようなプロセスとかお
もしろい考え方とか感じ方とかっていうよう
なのを教わるようなのでホントにいいんか
なってね。
全）　なるほどー。
す）　How-Toみたいのではないのではないの
にっていうことですね。
さ）　そうそう。だから，これもこの前の対談
で言ったんだけど，一昨年のゼミ生の一人が
ね，「先生に褒められるのは嬉しいです，で
も，半分は，複雑」，ってね（笑）。
全）　（笑）
さ）　実はそのときちょうど他のゼミ生も研究
室にいて，ソレ，わかるわかる，って口をそ
ろえたんですよ。なぜかっていうと，そのゼ
ミ生に言わせるとね，オリジナリティのある
ことを言ったのに対して褒められるのは嬉し

金沢星稜大学人文学研究，第 4 巻第 1 号，pp.23-53，2019年

－ 41 －



いんだけれども，つまり，私自身を認められ
たという意味でね，でも，いつも常識とは
ちょっと違うことを言うような先生みたいな
人に褒められるということは，私が常識的な
人じゃないって思われてるっていうことにな
るから，って言うたんですよね（笑）。
全）　（笑）
さ）　そういう意味で，半分は複雑，というこ
とらしいんですよ。でも，もうすこしやり取
りしてみるとね，その子が過去に自分の発言
したことや感じたり考えたりしたことを吐露
しても褒められたことがなかったってね。そ
れがこの短大に来てこのゼミに入って初めて
自分の思ったことを発言しておもしろいとか
楽しいとかいうふうに認めてもらえたとね。
でも，やっぱり半分は複雑ってね。まぁそれ
はたぶん，心の中で二つのことがせめぎ合っ
てるのかもしれないですね。ホントはどれが
イイんだろうとか，自分自身であるというこ
とがどのレベルでどのように統合できていれ
ば良いんだろうかとか，そういうことがわか
らないとか不安であるとかっていうことがあ
るんじゃないかと思いますね。
こ）　まぁその境目はその学生が最終的には決
めればイイかもしれないですよね。常識的な
ラインとそうでないのとの境目を。で，ど
こかで折り合いを付けて社会に出て行くと
いう。
さ）　そう，だから，そういうふうにちゃんと
わかった，つまりメタ的に見れるようになっ
た子がゼミ生の中に出てきたので，ボクとし
てはすごく嬉しかったんですよね。それでい
ろんなところでこの話（11）をしてるんですよ
（笑）。
こ）　前の対談では，教育には 2つの側面が
あって，一つは学生に何か型を教え込む側面
と，もう一つは型にはまっていた学生を型か
ら解放する側面があると。どちらかというと
教養系の先生たちは後者のタイプの先生が多

いですが，学部や学科によっても変わってく
るでしょうから，どっちのタイプの教育にも
開かれた場というのが必要に思いますよね。
す）　その型っていうことで言うと，型を教え
るっていうことも大事だなって思ってます。
最初はある程度こっちで手を入れて型を教え
る。その中から何人かがその型を離れてい
く，型を破っていく，というのが理想的には
イイなと思っています（12）。
さ）　あるいは，その型をベースにして自分で
作り上げていくとかもね。
─ 中略 ─

8.2 結果を出すということ
す）　 4年間をいろんな試行錯誤をして良い経
験しましたっていうだけで出て行くのはとっ
てもよくないなって思ってるんです。よくい
るんですよ，いろいろやって良い経験しまし
た，でも記録は伸びませんでした，っていう
のは全く意味がないんですよね。教員もソレ
で満足するとさらによくないですし，陸上っ
て記録で出ますので，どんないい経験をして
試行錯誤をして勉強したとしても記録が伸び
なければしゃーないっていう世界なんですよ
ね。ソレを伸ばさせないかんっていうのが
あって，でも試行錯誤させたり勉強させた
りっていうほうに価値をおきすぎてたときが
あって，それでこっち来たときはわりと自由
な感じで指導していたときがあって，ところ
が伸びないとしゃーないっていうところにあ
らためて立ち帰って，で，僕の関わる範囲が
少しずつ増えてきているということになって
るんです。これは指導者の責任かなって。
こ）　そうなんですよね，それが人文的な学問
では，計れない，というところもあるんです
よね。例えばソレが語学だと，資格試験のス
コアでわかるんですけど，心理学や文化人類
学を計る尺度ってないんですよね。
さ）　学会発表できるかどうかのレベルとかく
らいですかね（笑）。
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こ）　そこまでいくとハードルが高くなるから
ね。学会発表も，先達が認めてくれるとい
う，実は主観的な判断でしかないし，その水
準が数値的ななにかで保証されているという
わけではないので，アカデミックな分野でパ
フォーマンスを伸ばすっていうのは何によっ
て保証されるっていうのかが見えにくいとこ
ろがありますね（13）。だからこそ学生たちに
はできるようになってほしいっていう気持ち
はあるけれど，じゃぁなにによってできるよ
うになったのかっていうのは，実際にその学
生が何か競技をするわけではないので，読み
にくいっていうところはあるのかな。
さ）　だからあれか，杉林先生のような立場の
先生にとっては，競技をさせてる場面と，大
学の授業なんかで教育をしてる場面とがある
から，それぞれで，一方ではスコアというよ
うなのの伸びや成果，一方ではプロセスとい
うようなのを学ばせるということをご自身の
中で振り分けてできるっていう選択肢がある
からそれらができるってことでしょうかね。
す）　そうかもしれません，はい。
さ）　ボクらソレが，むずかしいか，うーむ。
点数に当たる部分があまりないからねぇ。
こ）　そうですねー。
さ）　だからプロセスばかりを追ってしまうと
ころがあるのかな。授業では知識なんかどう
でもよいからって豪語しちゃう場面も少なか
らずあるからね。15回授業あって15個も新
しい言葉教えてないかもしれないってね。
す）　いや，記録ってね，残酷なんです。 4年
間競技をやってきて，週に 5日それぞれ 2，
3時間練習して記録伸びなかったら悲惨な
んですよね。これ，このあとの生き方に影響
するんですよ。
さ）　こんなにやったのにってことですね。
す）　そうなんです。ソレこそ自信なくし
ちゃってってなるんです。
こ）　そういうなかで，単にいい経験したと

言っていた学生と卒業後数年して出会ったと
きにはどういうふうになってますか ?その，
記録は伸びなかったけれどっていう学生。
す）　まずあんまり会わないかもしれませんね。
陸上に思い入れがなくなって，あえて大学の
ところに帰ってくるとか部にも顔を出すとか
連絡をとるとかっていうふうにならないかも
しれません。たぶん気持ちがすーっと引くん
ですよね。もったいないなとおもいますけど
ね。一方で，結果を出した学生というのは，
やっぱりソレがいかされると思いますし，う
まくいかなくてもやっていれば結果につなが
ると思えてるところがあるように思います。
そういうのは生きると思いますよね。
こ）　教育の場面で何らかの結果が出るってい
うのを簡単でも良いから設定してあげるのは
効果を上げるっていう意味で必要なのかなと
思いました。まぁ，何でもありで頑張れって
いうのは僕も好きなんですけれど，その中に
も，あ，できた，っていうのがあったほう
が，抽象的な言い方ですが，思い入れができ
るっていうことで，これはけっこう大きいこ
とじゃないかなって思います。
さ）　うん，まぁ，だからやっぱり，2000字と
か4000字のレポートは必ず書かせるとか，
10分間のプレゼンは必ず経験させるとか，
そういうことを 3回 4回と繰り返す，とい
うようなことはあってイイと思いますね。小
さなレポートとか要約とか短い新聞とか読ま
せてっていうだけよりもね。長いもの，深い
もの，広いものっていうのを使って少しは
負荷をかけるっていうことも必要だと思い
ます。
す）　私の指導の考え方も競技的なところから
来てるのが多くて，やっぱり結果をまず出さ
なければならないという，そして一回出すと
また出すというふうにうまく連鎖していくの
で，しまいにそれが自らやるようになってい
くというふうに捉えていて，ゼミなんかでも
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さっき話したようになんとかできるっていう
課題にしておいて，そのあとおもしろいの
持って来てっていうふうに最終的には至れた
らなぁって思って，そういう共通点としては
ありますね，考え方としての ...。
さ）　あの，中途半端に終わらせると実は記憶
によく残るっていうこともあって，結果は
なんだったっけっていう状態で社会に出す
と，ソレがずぅっとアタマに残ってしまうと
いうことはたしかにあるんですよね。だから
ボクらは結果っていうのをどうやって感じさ
せることができるんだろうなぁっていうのは
ずぅっと考えてることではありますね。
こ）　そこも二つの側面があって，しっかり設
定するっていうのと，ある種のあきらめって
いうと言葉がよくないですが，何が学生に
ヒットするのか，さらにそれがいつヒットす
るのかわからない，というのがあります。大
学のある授業で聞いたことを30歳くらいに
なって突然思いだすこともあるかもしれな
い。僕の授業で強く意識しているのはたくさ
ん玉を撃ち続けるということで，いろんなこ
とをやらせるし，どうでもよさそうなことで
も聞いてはもらう。ソレはすぐには役立つと
は限らないけれど，どこかでふっと響いてく
れればこの授業に出てくれた意味はあるのか
なっていう考えもあって，特に結果が計りに
くい分野では，そういう長期的なスパンを意
識します。人生の中で学生の時間よりもそれ
以降のほうがよっぽど長いので，そのどこか
で響いてくれれば授業に来てくれてよかった
なと思えるところではありますね。
さ）　あぁ，だから， 1， 2年次の教育と 3，

4年次の専門教育とで，ここまで話してき
たプロセスと成果の与え方の違いというのが
すみわけられるのかもしれませんね。専門の
スポーツとかだとなぁ，確かに結果が出てく
れないと困るっていうのはたしかにあるもん
なぁ。

す）　そうなんですよねぇ。
こ）　たぶん人文学部だけでなく経済学部でも
成果は計りにくい部分はあると思いますね。
さ）　それをね，卒論の単位化によって計ろ
うっていうんだから，なかなかチャレンジン
グだと思うんですよね。
─ 中略 ─

9. 大学での学びと身体の使い方
9.1. スポーツを「使う」
す）　独り立ちするために教えてるっていう感
覚なんです，最初に手を出すっていうのは。
自分でできるようになるためのやり方を教え
てるつもりで。なにもないところではなにも
できないですからね。
さ）　課題の最後に書かせている感想なんかに
よくあるのは，大学に来て初めて○○を学
んだので云々，っていうのなんですが，そ
りゃぁ大学にある科目での学びは初めてのこ
とが多いに決まってんじゃんって思うところ
があって， 3年次生にもなってなんでそんな
こと書いてくるんかなぁって思うことがあり
ます。
こ）　その初めてのことだったのでっていうの
は，学生のある種のエクスキューズやと思っ
ていて，だから今やった課題についてはあま
り厳しく評価しないでください，っていうこ
とじゃないかと ...（笑）。
さ）　あ，そっか，枕詞か ...（笑）。
こ）　ただ，僕が授業を通じて伝えたいと思っ
ているのは，学生がいままで見たことも聞い
たこともない研究であったりとか分野であっ
たりとか，例えばスポーツでもいままで触れ
たこともやったこともない競技というのは世
の中にたくさんあるわけですが，それを大学
としてはまずやってみなさいっていうふうに
して提供していかないといけないし，そこに
ふれてハマっていくものがあるかもしれない
し，その競技の振興に協力してくれる様な人
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になっていくかもしれない。そういう初めて
なものをどんどん放り込んでいく機会をたく
さん与えていくのは重要だと思っているし，
何かにヒットしてこれをどう勉強したらいい
んですかとなったときに，まずはこの型を身
につけてねっていうふうにしてあげるのが本
来の大学の姿なのかなって思います。
す）　スポーツ学科の場合，何度も言っている
ように，スポーツの装置としての良さ，つま
り成果が目に見えてわかりやすいとか，それ
を学科のカリキュラムとして溶け込ませると
いうようなことができればいいなと僕は思っ
てるんです。こうなにかを身につけるときの
段階制であったりとか，もちろん非段階制と
いうこともありますが，そのスポーツをやる
ことで，例えば，さっきの言語をやるってい
うときに，スポーツ系の学生っていうのは
アドバンテージがあるはずだと思っていて，
しゃべるっていうのは運動そのものですか
ら，ずっとやってきたはずの運動を言語の習
得の際に活用できるんじゃないかと思ってい
るんです。サッカー選手がすぐに外国語を話
したりできるようになるとかいうのは，その
人の中でうまく応用できてるんだと思うんで
す。そういったことをもっと学生に伝えたい
ですよね。キミたち実はいい経験してきてる
んだよってね。学生にも伝えたいし，できれ
ばカリキュラムにもそのシステムをうまく活
かしたいなと思います。素材はあると思うん
ですよね。
こ）　それはほんとに重要で，高校から大学へ
のステップとして，いわゆる偏差値が高いっ
ていうのは，アタマの中で記号の処理ができ
るかどうかっていうことだけなので，それ以
外の身体を使うっていうことをこれまで勉強
だと思ってきたことに取り込んでいけるん
じゃないかと思います。これはスポーツだけ
ではなくていろんなところで応用できる考え
方で，だからこそ教養教育部のWebサイト

では身体感覚を通じた学びというのが入って
るんですけれども，あれは川村前部長（14）が
作ったんですか ?
さ）　うん，原案はね。教養教育部ができたと
きに，身体，言語，心の動き，という 3つ
のトピックを原案としてだしてくださって，
まぁ，心の動きはボクから提案させてもらっ
たんですが（笑），そのなかでも身体の動き
を見直してスキルを身につけていこうという
ののなかで，川村先生は「見直し」というこ
とばをよく使われるんですが，それは反復し
ながらも見直しながらやっていくっていう観
点から考えられているポリシーなんですよ
ね。高校までのほうが実は座学が多くて ...。
す）　そうですね，もう座学ばかりですね。
さ）　うん，だから，大学にいるからこそアク
ティブに動きながら学んでほしいっていうの
はありますね。ブローダウェイ先生による
と，しゃべるときは必ず立って話すようにし
てくださいっていうことにしてるらしいんで
すけどね，それは，しゃべるということのサ
インになるということのようなんです。つま
り，話そうとしている自分に対しては，いま
からしゃべるぞっていう自分への信号になる
し，話す相手にとってもいまからあの人は
しゃべるんだなっていうことを受けとめるた
めの信号になるということなんです。そのた
めに座ってではなくて立ってしゃべるように
させているというんです。だから，ボクら大
学の教員は，学生たちを動かして学ばせるっ
ていうふうに心がけるっていうのも大切か
なって思うようになりました。うまく身体を
使わせて言動を引き出すっていうことですか
ね。朝一の授業だってまずはみんなで立って
おしゃべりしてから始めるとか，杉林先生も
昨年度の共通FDで，みんなのエネルギーを
上げてからっておっしゃってたように，そう
いうのも重要かもしれないなって思うように
なったんですよね。
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こ）　大人であっても90分間座ったままで話を
聞き続けるというのはかなりの苦痛があるは
ずなんで，その形式からどこかで解放する必
要はあるかもしれないですね。その点におい
てもスポーツと教養はすごく連携できるん
じゃないかと思います。その身体の使い方に
関する蓄積を他の分野の教育メソッドにも入
れていく部分をすごく教えていただきたいと
思いますね。
す）　反復練習なんかでも身にしみてわかって
いることで，これが重要だっていうことは誰
も異論がないところで実感してわかってるん
ですよね。まぁ，それを実践に移すかどうか
はまた別のことなのかもしれないですけれど
も ...（笑）。ホントはわかっていて，しかも
ただ反復するだけではダメで，ちゃんとそこ
に意思を込めて毎回毎回やっていくとか，ポ
イントがずれててもダメですし，そういう何
かを習得するということの基礎が身について
るんだよって，すごく有利なんだよっていう
ことを伝えたいです。ところが，スポーツ学
科の子たちはそこのアドバンテージに気づい
てなくて，いや自分は体育会系の人間です
からとか言って可能性を狭めているという
か ...。
さ）　そやねん，だから，そういうことを言っ
てくれる先生がいなかったんじゃないで
すか ?
す）　そうなんですかねー...。
9.2. 「体育会系」を超えて
さ）　やっぱりさ，ポジティブに物事を捉えよ
うとする先生たちのなかで生きてくるってい
うのはけっこう重要だと思うんですよね。そ
ういうのを肌感覚としてとらえてきたかどう
かっていうのはかなりの違いを生み出すん
じゃないかとも思いますね。まぁ，大学の先
生たちっていうのも，ちょっとネガティブ
だったり，ちょっと批判的だったり，まぁそ
れが仕事でもあるので仕方のないところはあ

るんですが，そのモードで学生と接するって
いうことになるのはちょっとなぁって思うこ
とはありますね。
こ）　文化系とか体育会系とかっていうのは便
宜的なカテゴリに過ぎなくって，大学という
のはそういったことを相対的に見直す期間で
もあると思います。高校までは文化系だとい
う認識でいたんですけど，大学に入るとそん
なことどうでもよくなりました（笑）。それ
が長い人生に本質的に影響するというところ
まではないんじゃないかっていうことに気づ
いてほしいし，そのためのアプローチとして
も杉林先生がおっしゃったようなやり方や見
方はいいんじゃないかなって思います。
す）　大学がスポーツ系の学部や学科を抱える
ことが多くなってきてるんで，どんどん出て
きていて飽和状態ですけども，たぶんです
が，大学の中でスポーツ系の学部や学科の意
味ってなんなのかっていう議論があると思う
んですよね。そのときにスポーツを通して，
スポーツから学んできたということがいいこ
となんだというポジティブなとらえ方，ある
いは社会にも生きるんだというとらえ方がで
きれば，大学の中でも必要とされるようにな
ると思うんですが，いまはヘタしたら集客の
ための手段として見られてしまうということ
もあるとなれば，それは全く不幸なことだな
と思います。自分の世界の中ではなんとか実
行しようと思ってますけども，現場をもって
る人や研究してる人がリンクしていって，自
分が時間や労力をつぎ込んできたことが研究
することで後になってわかってくるようにな
ると，競技に活かされていったり，またそれ
が研究に活かされたりっていうふうにして，
学びの中心にしていける可能性があるという
意味でキャラを立てていきたいですよね，ス
ポーツ学科というのをね。
全）　それでいきましょうよ !
さ）　そのー，スポーツ学科っていうのはどう
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いう学科なんだろうっていうのもやっぱり一
度聞いてみたいと思っていたことなんですよ
ね。経済にしても人文にしてもあるいはこど
も学科なんかでもそれぞれの学科や学部の目
的というのがわりとはっきりしているところ
があるけれど，あるいはソレをもとにして作
られたということがあるんですが，スポーツ
の場合は，そもそもボクら自身がスポーツと
いうことを取り込んだり，あるいは取り組ん
だりっていうふうにしてないので，感覚的に
わからないところがあって，何かストンと入
るものがあれば先生から聞きたいなと思って
るんです。だから，そういう点からの発言を
もっとされていくといいんじゃないかと思い
ますね。

9.3 身体経験を学びにフィードバックする
さ）　スポーツ学科をずっと見てこられてどう
ですか ?
す）　もうちょっとエネルギーがほしいですね
（笑）。
全）　（笑）
す）　やっぱり立ち上げのときは，みんなス
タートダッシュするので，団結力なんかも強
く感じていて，また，学生たちもスポーツに
慣れ親しんできてる学生は多いですが，それ
を継続しようというのが少なくなってきてい
るように思います。
さ）　それはなぜなんでしょうね。
す）　学生がもうやりきったという感じを持っ
てるのかもしれません。深いレベルまで行き
ついたというわけでもないのに，ですね。
さ）　そう，そのレベルっていうのはどういう
子たちがやってくるんですか ?
す）　一部の学生の中にはトップクラスのもい
ますが，多くはそうではないですね。地区レ
ベルですね。
さ）　そうすると，まぁふつうの子ですよね。
す）　そうですね。
さ）　でも伸びる子は伸びるんですよね ?

す）　えぇ，伸びますね。伸びる子は日本の
トップになってますね。おもしろいことに，
僕のゼミの学生ですが，高跳びをやってい
て，日本選手権で 2番になって，いまでも
実業団で続けてるんですが，スポーツ学科の
最優秀論文賞をとったんですが，あれは一つ
のモデルケースだったなと思います。高校の
ときはトップの一個下くらいのレベルでした
ね。で，それがとてもよかったと思ったの
は，勉強はいわゆる苦手な子だったんです
が，理解力は誰よりもあって，陸上の関係の
論文を読むとか，技術系の本を読むとか，理
解力が抜群に良いんですよね。ただ，何か
書かせるとまだ苦手だったりするんですよ
ね。でもその理解力がなぜ良いのかなって
思ったら，その子の競技経験で置き換えなが
ら理解してるんですよね。それで，研究を始
めるとどっぷりハマって，どんどんおもしろ
くなっちゃって，それは自分のやってきた経
験が研究でこういうことかってわかってきた
のがおもしろかったんでしょうね。その研究
では本人の高跳びを対象にしたんですよ。自
分のジャンプを撮影して動作分析して，重心
がどのくらいの速度で上に向かうのかってい
うのを跳躍の良いときと悪いときとでどうな
るかっていうことについておもしろくなって
きたんですね。あぁいうのはスポーツ学科の
目指す一つの例として勉強というよりも学び
が活かせたという良い例ですね。こういうの
はスポーツ学科以外で起こるのは難しいのか
なって思っています。
こ）　自分の身体での経験を学びにフィード
バックしていったっていうのは他の学科では
なかなか出てきにくいですよね。
さ）　うん，やっぱり，自分のことに関連する
ことを研究しようっていう学生は，取り組み
がとても良いですよ。短大のウチのゼミ生で
もね，自分のお化粧で，ボクも知らなかった
んだけど，公的自己意識って言うんだけど，
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他者が観察できる自己の外面に関する意識で
すね，そういうのを自分で調べてきて，それ
を口紅の濃さで計れるかっていうことを考え
ていて，口紅の薄いのから濃いのまでの画像
刺激を作って，実験まではいかなかったけれ
ど，アンケート調査で調べてみて，どこから
どこまでの濃さならある特定の場面や状況
でOKかNGかっていうのを調べたんですよ
ね。また，ネイルの好きな学生がいて，アル
バイト先でシンプルなのだったらしてもイイ
よって言われたらしいんだけど，じゃぁシン
プルって何かっていうのが問いで，シンプル
さとはなにかというテーマについて，自分で
ネイルのデザインをして刺激を作って調査す
るとかね。まぁその子は結局報告書は出さず
に出て行っちゃった「強者」だったけれどね
（笑）。まぁいずれにしても，学生自身の何か
と関連するモノやコトについてのテーマだと
とてもいろいろと考えようとするみたいで
すね。
こ）　それって，自分のことでもあるし，自分
の身体のことでもありますよね。逆に抽象的
な自分の何かだと自意識過剰になって袋小路
に入っちゃってむずかしくなりますよね。具
体的な自分の身体っていうところに立脚する
と，地に足のついた議論もできるし，イイも
のが出てくるということですね。
さ）　あとその子自身が感じていることを他人
と比較したりというのもありますね。
す）　自分をテーマにするというのは一つのや
り方ですよね。
さ）　自分を相対化する試み，とでも言えばい
いんでしょうね。自分自身がいままで思った
り感じたりしてきたことを他人と比べてある
いは平均と比べてどうかということを考えて
ほしいと思いますね。小西先生がおっしゃっ
てたように，知らないからこそ自信がないと
いうことなのかもしれませんからね。だから
オトナになるために自分を相対化する試みを

しておく必要があるのかもしれません。それ
ができるのが高等教育機関であって，中等教
育まではある箱の中で教わったり考えたりす
る訳なので，価値観がすごく狭くて，あっち
行ったりこっち行ったりしながら暮らした
り，場合によっては消えてしまいたくなる子
たちも出てくるということなんだろうと思い
ます。そういうことを自由に創造的に考え直
せる，見つめ直せるっていうのが大学や短大
なわけで，そういう観点からゼミの指導はす
るようにしています。
こ）　その話でいけば，高校まででトップレベ
ルにある選手たちというのは，自分を客観視
できてるということでしょうね。
さ）　またそれは上に行けば行くほど相対化せ
ざるを得ないでしょうからね。
こ）　そう考えると他の学部の学生たちもス
ポーツやってくれって思ったりしますね。人
文学部の学生にとっては留学がそれに当たる
んじゃないかと思います。留学は言ってみれ
ばエラーだらけになっちゃうし，まず自分の
言いたいことが必ずしも伝わらないし，空港
についてもまず迎えが来てないとかいうとこ
ろから始まるから，これまでにエラーを避け
てきた子もエラーと向き合わざるを得なくな
る。そこで打ちのめされながらも顔つきが
ちょっと変わって帰ってくるわけです。それ
はまぁ荒療治のようではあるんですが，そう
いうのを穏便に入れることができれば，大学
の教育もイイように変わっていくんじゃない
かと思うんです。
す）　大学の中で飛躍させられるといいですよ
ね。レポートはうまく書けないけれども，論
文は読めちゃうっていうのは，ある意味飛躍
なんですよね。その学生は学会発表までやっ
て，ずいぶん自信になってると思うんです
よね。
さ）　だからぁ，中位のレベルの子たちにもそ
ういった経験をさせられるかなっていうのが
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われわれ教員の仕事でもあると思ったりもし
ます。どうやるといいですかね ?
こ）　そこのまとめにも入りたいところですが，
どうするといいでしょうね ?
─ 中略 ─

10.   社会への助走 ─ ホップとしての学生
時代 ─

す）　くやしいですけど，社会に出るとすごく
よくなりますよね（笑）。
全）　ホントにくやしいとこです。
こ）　今日のお話からすると，そこを理屈で解
決するのではなくて，こちらが語りかけるだ
けで何かその子を方向付けるというよりも，
まずは動いてみろっていうというところから
始めることで響くことがあるのかもしれない
ですね。
す）　難しかった学生が社会に出て，しばらく
して戻ってきたときに，見違えるようによく
なっていることに遭遇することがあります
が，それは社会に出るとやらざるを得ない場
面が多いからだと思いますね。大学ほどには
当然守ってくれませんからね。仕事仲間にな
るので，もうやらなければならない状況にお
かれて，トライアルアンドエラーはありなが
らも急激によくなっていくんですよね。助
走期間が大学で，そこからがっと上がって
いって，いままではいったい何だったんだっ
ていうくらいにね。それを学生のときにもう
ちょっと何かしたいですよね。
さ）　ゼミなんかの場合，各担当者が主なテー
マについて説明したりシラバス配布したりし
て学生からの希望を取って配属が決まるで
しょ。ところが，第一希望でやってきてる学
生たちがほとんどであるにもかかわらず，モ
チベーションのいまいち上がらないように見
えるゼミ生がいるんですよね。でもよく考え
てみると，そういう子たちを卒業の時点で
ちょびっとでも，さっきおっしゃった言い方

だと助走のちょっと終わりかけるこれから飛
ぼうというとこらへんまでは行かせられてる
のかもしれない。われわれが評価しきれてな
いっていうだけでね。ボクらはどうしても求
めてるもののレベルがありますからね。
こ）　さっきの踏切りの話だとホップの瞬間の
ところですね。
さ）　そうそう，その一瞬にもういるんだけれ
どもそれをボクらが評価できてないのかもし
れないです。あるいはまた，ゼミではその
テーマを発信してるんだけれど，どうもその
方向に向いてない子たちがやって来ることが
あるのは，だからこそそのテーマで教育した
り学びの機会を与えたりして学生たちに教員
がなっていってほしい姿に向かわせるってい
うことが実は大切なのであって，最初から，
ゼミに入ったときからそのゼミのテーマのこ
とがわかってたりできてたりするんだった
ら，極端な話，教育しなくていいわけですか
らね（笑）。
す）　期待を込めて言うならば，学生のときに
それを学んでたんじゃないかっていうことで
すよね（笑）。
全）　そうそうそういうこと（笑）。
す）　社会に出たらこれがそうだったんだなっ
ていうのを思い出してね。期待を込めてです
けどね。
こ）　種はまいてたのかなってね。
さ）　そう，だから，評価はできてなかったけ
れども，学生の間にプライミング（15）はされ
てたというね。モチベーションの上がらない
感じとか興味がないような感じとかに見え
てても，それは単に見えてただけであって，
徐々にゼミの間にも他の科目を受ける間にも
培われているんでしょうね。そりゃぁゼミ生
の全員が担当者のテーマに興味や関心を強く
持ってるんなら動機づけのところなんて特に
controlしなくていいわけですが，実際には
そうじゃない子たちだからこそそのゼミにい
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るんだっていうふうに考えなおすほうがいい
のかもしれないです。どこかにそういったゼ
ミのフィルタがその子にかかっただけでもよ
しとるするかってね。まぁそういう話を短大
の先生方と前にもしたことがあるんです。
す）　やっぱりその，社会に出ていかせるよう
な，経験と言えばそれまでですけども，レ
ポートの書き方一つを取っても，資料の探し
方にしても，報告の仕方にしても，教員の反
応に対しての返し方とか，そういうことをた
くさんやって，もちろんそのときはうまくい
かなくて自信がないかもしれませんけども，
それはもう恐れずにやってかなきゃなんない
ですよね。
さ）　それはね，ボクら教員もそうなんだと思
うんですよね。諦めずにやらないとですね。
アタマもカラダも動かしながら，ですね。
す）　そうしないと，あの社会に出たときのあ
の飛躍がね ...。社会にそんなすばらしい教
育システムがあるのかと思っちゃいますか
らね。
こ）　うん，それにぃ，大学ではまるで何もや
らなかったみたいに見られるのもシャクだ
なぁと思うわけでね（笑）。
全）　（笑）
こ）　何かはやってきたやろう，何かはやった
はずだってね。まぁそうなるように頑張って
行きましょうってことですかね。
す）　長い助走期間だと捉えてね。
さ）　そうですね。それと，教員個人個人だけ
でなく，組織が諦めちゃわないっていうこと
もとても大事だと思うんですよ。学科や学部
や大学がね。

11.  身体と総合性
さ）　もうひとつは，いわゆるこれまでの「体
育会系」というのではなく，リカレントと結
びつけられるような，つまり生涯教育とか生
涯スポーツという文脈で考えるのが，個人的

にはスポーツのあり方としてはしっくりくる
んですよね。脳科学でも，身体運動と脳の機
能との関係というのは，かなり相互に影響し
合ってることがわかってきてますから，カラ
ダを動かすことが脳への影響になるってい
うね。
す）　スポーツは，総合的な分野なので，ス
ポーツ生理学とかスポーツ社会学とか，いろ
いろな領域が統合された分野なので，いろん
な情報をまとめて新たなものを見いだしてい
くという意味でも，いまの社会には十分合っ
てると思うんですよね。
さ）　そうですね，前回の対談でも「総合性」っ
ていうのがキーワードになってましたね。
こ）　そうそうそう，応用していく力とか，関
係のなさそうなところに関係を見いだしてい
く力とかはAIじゃなくって人間だからこそ
できる力なのかなって，今の段階では言える
と思いますね。100年後どうなるかわからな
いですけども。
す）　体性感覚で学んでいって，それをリア
ルな生き方に活かしていけるたくましさと
か，そういうのもスポーツ系の価値なんです
よね。
さ）　eスポーツはどうですか ?
す）　あぁーー...あれは ...，揺れてますね。個
人的にはあれがスポーツなのかっていうのが
受け入れられないでいますが，でもスポーツ
になりつつあるんですよね !?スポーツって
何かっていう話かと思うので，新たなスポー
ツ観をもたなければならないですよね。
さ）　ただ，やってる人たちは頭も身体もかな
り鍛えてるようだし，その点ではフィジカル
であるとも言えますが ...。
す）　操作や画面や相手についてどの部分をス
ポーツとみるかっていうのがありますね。
さ）　思考がダンスだとか言語がダンスだとか
いう言い方で言えば，ダンス的なスポーツと
言えるかもしれません。ただ，全身性という
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のは低いように感じますから，従来のスポー
ツ観からすると違って見えるということなん
でしょうね。
こ）　まぁそれは，数十年後になんらかの

technologyによって人間の身体感覚が変化し
てしまうということが起きるなら，そういう
のも普通のものとして身体に取り込まれてい
くということはあるかもしれませんね。この
前のゴリラから見るAI社会という講演（16）で
も，人間同士はまだこの身体のコミュニケー
ションで成り立っているけれども，何十年後
にはかなり拡張されたことになってる可能性
もありますからね。
さ）　例えば，将来，海に住む，宇宙に住むと
いうことになれば，全身性という身体の感覚
は薄れていくことになるので，どこまでを身
体とみるかっていうのは，ありうる話でしょ
うね。また，Trancehumanismというような
技術や思想もこれからはどんどん出てくると
思われるのでね。
す）　おさまりどころがよくわからないところ
があって，もちろん，次第にいろいろと整理
して受け入れていくんだろうと思いますけど
も ...。
さ）　...まだそのカテゴリがちょっと離れたと
ころになる感じということですね ?
す）　そうですね。
さ）　境界までは来てないっていうことですね。
まぁ，でも，あんなに筋トレしたりして鍛え
ながらやってる彼らを見ると，ボクなんかは
スポーツでいいんじゃないかなって思っちゃ
いますけどね（笑）。全身を効果器として働
かせてやっておられるいまのスポーツ選手や
関わっておられる人たちから見れば，かなり
の違和感はあるのかもしれませんね。
す）　そうですねー。いまのところね。

12.  おわりに
情報化による意思の疎通や言動の自由が成り

立つ現代のような社会では，身体性を切り離し
て心理的な事象を捉えたり，バーチャルのほう
がよりリアルであるというような感覚になった
り，感情の要らない世界のほうが楽だと感じた
りする人たちがでてくることを想定しておく必
要のあることは，教育に携わる中で日々感じ
られることである。これは，モノに対するア
フォーダンスだけでなく，人やコトに対しても
ある種のアフォーダンスとも言える情報のあり
かたを変えられてきていると思われる今日の状
況が，それらとの間で関係づけられる世界観も
変えられていくことを意味する。
人間は，人やモノやコトや価値や考え方など
との様々な関係性を保つために，外からと内か
らとの両方から相対化の試みをし続けているは
ずである。しかし，はたして身体との関係を無
くしてしまってそれができるだろうか。いまの
人たちは自分の言動を撮って外から見ようとし
たり，評価してもらおうとしたりする傾向があ
る。身体感覚の観点から言えば，そもそも固有
感覚（17）のようなチカラは必要ないのだろうか。
自らの身体をどのように動かしたり使ったりし
ているかという感覚無しに，論理や思考だけで
人間と世界の関係は成り立つだろうか。だから
こそ，いまの時代は，身体的にも精神的にも総
合性を求められるような学びや教育が必要とさ
れていると言えるのかもしれない。
今回の対談では，身体を通した教育と学びの
相互作用，身体の動きの学びへの活用，身体経
験の学びへのフィードバックなど，スポーツを
どのように教育に「使える」可能性があるのか
について議論してきた。それは，単にスポーツ
を通じて集団行動や規範を身につけるというレ
ベルの問題ではなく，身体を足がかりにどのよ
うに自分の世界を広げていけるのかという問題
とつながっている。
そのなかで，教養教育が「過程」を重んじる
場合が多いのに対して，スポーツの世界は，過
程だけでなくその行為の「結果」が重んじられ
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注
（1） 2019年 7月20日，ロンドンで行われた陸上競技最高峰の大会のひとつ，ダイヤモンドリーグ第10戦に

おいて，小池祐貴選手が男子100mで日本人 3人となる 9秒台， 9秒98（追い風0.5メートル）をマーク
した。小池選手を指導する臼井淳一コーチは「練習で全力を出し切らない」（『朝日新聞デジタル』2019
年 7月22日）ことを重要視し，頭も体も余裕を持たせたサブマックスのスプリント練習で小池選手の記
録を伸ばしてきた。

 「 9秒台小池，躍進支えた臼井コーチの異色の経歴と指導法」，朝日新聞デジタル，2019年 7月22日
（https：//digital.asahi.com/articles/ASM 7 P55LKM 7 PUTQP022.html?rm=255，2019年 7月26日閲覧）

（2） 毎年夏から秋にかけて能登各地で行われる祭りには，能登キャンパス構想推進協議会による「能登祭り
の環インターンシップ」をはじめとして，本学の学生が多く参加している。

（3） 本学の各部の教員の代表数名から成るFD組織で，年度毎に複数のテーマについてそれぞれ議論を重ね
るFD活動である。ここでは 1年次基礎ゼミナールに関するテーマを扱う共通FDを指している。

（4） ドリルのように，試合運動を要素に分割して行うトレーニング方法のことを「分習法」，全体を通して
行う場合を「全習法」という。また，全体を通して行いながらもある要素を強調して行う場合は「分習
的全習法」と呼ばれ，試合に向けての仕上げ練習でよく行われるものである。

（5） 『ことばと身体 ─ 「言語の手前」の人類学』菅原和孝（講談社，2010年）には，「言語の手前」という表
現がある。また，『勘の研究』黒田亮（講談社，1980年）も参考となる。

（6） 注 3と関連して，来年度2020年度から経済学部と人文学部の 1年次学生を対象に新しく開講される「教
養ゼミナール」では，クォータ毎にゼミの担当者が入れ替わる形で担当し，担当者の専門分野周辺のト
ピックと方法論の多面化による学生の多様な学びと，複数の担当者による協同的な教育のありかたを実
現できるようなデザインでの新しいゼミナールを共通FDにおいて議論している。

（7） 本学の各学科の入学定員は，経済学科270名，経営学科170名，スポーツ学科75名，こども学科68名，
国際文化学科75名，となっている（2019年度現在）。

（8） 注 6参照。
（9） 佐々木担当の共通教育科目の一つ。複数の担当者で担当している。
（10） 佐々木は実際には，青を入れる。添削の仕方は大学院生の頃から決めていて，原文には赤でマーク，コ

メント挿入には緑で入力，追記や加筆の必要な箇所は青で入力，削除してほしい部分は二重取消線で
マークしておく。

（11） その後，卒業した後に送られてきたメールの一部を本人の許可を得て紹介する。
先生には，思い切り自分が疑問に思うことや，自分の考えていることなどを伝えることが出来ま

した。
人に自分はこういうことを考えていると伝える時，相手にまず伝わるか…理解して貰えるか…など

を先に考えてしまい，苦手だなあと思っていました。
しかし，先生にはなんだか安心して（なんとか理解してもらえそうと思え）自分の考えを書いたり

話したりすることができて，さらに先生は褒めてくれるので（笑）…少し自信を持ってできるように
なりました。
これからは，もっともっと自分の考えを人に言えるように頑張りたいと思います !また先生お話聞

いてください !!
先生に褒められると複雑…と言っていたわたしですが，本当はいつも心は大喜びだったので，また

褒めてください（笑）（でもやっぱり複雑かな）
（12） わざや知識，技能の伝承や「型」についてのさらなる考察には，以下の文献が参考になる。

ているという対照的な性格も明らかになった。
教養とスポーツあるいは身体性との関係を考え
ていくとき，この違いは教育観の大きな違いで
あると言える。一方で，教養教育においても身
体を通じて学びを「見える化」し，教育方法論
にフィードバックさせる意味をあらためて知る
ことができたとも言える。身体の持つエネル

ギーと心の作用をうまく融合させ，統合し，総
合的な「教養力」（18）を身につけるという方向性
は，いまの社会で人間として生きていく上で
大きな学びの活性につながるものになると考
える。
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『「わざ」から知る』生田久美子（東京大学出版会，1987年）
『日本文化の模倣と創造 ─ オリジナリティとは何か ─ 』山田奨治（角川学芸出版，2002年）
『熟練技能の継承と科学技術』村川英一（大阪大学出版会，2002年）

（13） 自然科学，社会科学分野では，Web of Scienceに収録された学術雑誌掲載論文の被引用数をもとにした
「インパクトファクター」が業績の質を示す指標として用いられる場合があるが，人文科学ではあまり
重視されない。また学部教育では雑誌論文レベルを前提とした指導は通常行われないため，パフォーマ
ンス評価には別の指標が必要とされる。

（14） 前教養教育部長で，現人文学部特任教授。この対談シリーズの第 2回のゲストでもある。
（15） 先行刺激やその処理が後続刺激に関する処理を促進または抑制する効果のことを指す心理学における用

語で，潜在的つまり無意識的な処理によって行われる特徴があり，知覚や意味処理のレベルで生じると
される。

（16） 2019年 2月に本学で開催された，金沢星稜大学学会人文学部会・教養教育部会主催講演会。京都大学総
長の山極寿一氏らを招いて行われた。

（17） 筋・腱・関節にある固有受容器を使った身体の運動や位置についての情報で，身体がどのように動いた
り変化したりするかを捉える。

（18） 佐々木康成，小西賢吾，ブローダウェイ リック，クラッスン マーシャル（2019）総合性指向で「教養力」
を培う ─  ローカル最適化からの解放に向けて ─ ，金沢星稜大学人文学研究，第 3巻第 2号，pp.63-88。
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